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要旨: 
文部科学省 科学技術政策研究所では、科学技術イノベーション政策における「政策のための科学」
のデータ・情報基盤整備の一環として、博士人材データベースの構築を予定している。博士人材データ
ベースは博士課程修了者のキャリアパスの把握を目的としており、大学等の関連機関の協力を得て構築
を進めている。科学技術政策研究所は、博士人材データベース構築に向けた基礎調査の一環として、大
学等における人材関連情報の把握実態を明らかにするために、「研究人材・学生・研究費の情報管理に
関する調査」を実施した。 
2011 年 12 月に 1,575 機関に対して調査依頼を行い、1,285 機関からの回答（回収率 81.6%）を得た。
なお、国立大学および公立大学の計 167 大学に関しては、より入念に督促を行うことで 100%の回答を達
成した。本調査では大学・公的研究機関等における研究人材および学生の在籍時、転出・卒業時、卒業
後における情報把握の実態等を調査した。加えて、博士人材データベースの活用や懸念される点に関
する意見を収集した。本調査によって、博士人材データベースをより有益なシステムとするための基礎情
報を得ることができた。 
 
 
 
Survey Regarding Information Management of Research Human Resources 
in Universities and Public Research Institutions 
- Baseline Survey for a Database of Doctoral Graduate-  
 
Research Unit for SciSIP, 
National Institute of Science and Technology Policy (NISTEP), MEXT 
 
ABSTRACT: 
NISTEP will construct a database of doctoral graduates as a part of its data infrastructure programs in 
“Science for RE-designing Science, Technology and Innovation Policy (SciREX)”. Using this database of 
doctoral graduates, NISTEP will track doctoral graduates and collect data related to their career paths. 
Creating a database of doctoral graduates requires support from universities in Japan. NISTEP has 
conducted a survey on information management of human resources in universities and public research 
institutions, which will act as a basis for the creation of this project. 
In December 2012, NISTEP sent survey requests to 1,575 research institutions, including universities, 
and subsequently collected 1,285 valid responses. The valid response rate is 81.6%. NISTEP asked 
administrative staff in these research institutions how they manage researchers and students’ data. The 
survey asks how data are collected and managed at the time the researcher or student exits the institution 
and also questions how their career progression is tracked afterward. In addition, NISTEP asked staff about 
the expected advantages and disadvantages of the database of doctoral graduates. Through this survey, 
NISTEP collected basic information that will enhance the database of doctoral graduates. 
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 概要 1 
大学・公的研究機関における在籍研究人材に関する情報把握の実態調査 
－博士人材データベース構築のための基礎調査－ 
 
【概要】 
1：調査概要 
文部科学省 科学技術政策研究所では博士課程修了者のキャリアパスを長期的に把握するた
めの博士人材データベースの構築を予定している。博士人材データベース構築に向けた基礎調
査として、2011 年 12 月に「研究人材・学生・研究費の情報管理に関する調査」を実施し、下記の内
容を調べた。 
 
① 雇用している研究人材に関するデータの保有状況や転出者の情報把握 
② 学生に関するデータの保有状況や進路の情報把握 
③ 博士課程修了者の長期的なキャリア把握に関する考え方 
④ 人材に関する統計、データベースへの対応の実態 
⑤ 研究費、財務諸表の集計に関する実態 
 
なお、本調査における調査対象機関、回答数、回収率は下記の通りである。 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
博士人材データベースでは、博士課程修了者の長期的なキャリアパスを把握することを目的とし
ている。また、博士課程修了者の代表的な進路として、ポストドクターを初めとする大学等の機関が
雇用している研究人材が挙げられる。このため、本報告書においては調査対象機関が雇用してい
る研究人材の転出時の情報把握および博士課程学生の進路に関する情報把握に着目してとりま
とめた。 
 
2：雇用している研究人材の転出時の情報収集の状況 
研究機関が雇用している研究人材に関して、[本務教員・研究者（ポストドクターを除く）][ポストド
クター]の 2 種類に区分して、転出時の情報収集体制を調査した。 
[本務教員・研究者（ポストドクターを除く）]に関しては、64%の大学において、転出時の情報を
最終的に大学本部で把握している。一方で、大学本部は把握しておらず、学部・研究科（部局）で
の情報把握にとどまっている割合は 33%となっている。（概要図表 1） 
[ポストドクター]に関しては、55%の大学において、転出時の情報を最終的に大学本部で把握し
ている。一方で、大学本部は把握しておらず、学部・研究科（部局）での情報把握にとどまっている
割合は 42%となっている。（概要図表 2） 
  
【調査対象機関】 日本国内の大学・公的研究機関 1,575 機関 
（内訳：86 国立大学、81 公立大学、603 私立大学、4 大学共同利用機関、31 研究開発法
人、28 国立試験研究機関、313 公設試験場、372 短期大学、57 高等専門学校） 
【回答数】1,285 機関 
【回収率】81.6％  
（内訳：国立大学 100%、公立大学 100%、私立大学 84.9%、大学共同利用機関 100%、31 研究開発
法人 93.5%、国立試験研究機関 35.7%、公設試験場 72.5%、短期大学 75.5%、高等専門学校 96.5%）
 概要 2 
概要図表 1：転出時の情報収集体制（機関種別） [本務教員・研究者（ポストドクターを除く）] 
 
概要図表 2：転出時の情報収集体制（機関種別） [ポストドクター] 
（注）ポストドクターが在籍していない機関に関しては、機関数から除外されている。 
 
3：博士課程修了直後の進路に関する情報把握の状況 
博士課程修了直後の進路に関する情報収集体制を見ると、最終的に大学本部で包括的に把
握している割合は大学全体の 82%を占めている。国立大学における本部での進路に関する情報
の把握割合は 90%を占めており、公立大学、私立大学に比べて高い。（概要図表 3） 
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 概要 3 
概要図表 3：博士課程修了直後の進路に関する情報収集体制（機関種別） 
 
4：博士課程修了後の継続的な情報把握の状況 
博士課程修了後の継続的な情報把握の状況を見ると、大学本部が中心となっている割合は
12%である。学部・研究科が中心となっている 7%を含めても、大学としての把握は 19%にとどまっ
ている。（概要図表 4） 
 
概要図表 4：博士課程修了後の継続的な情報把握体制（機関種別） 
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第1章 研究人材・学生・研究費の情報管理に関する調査概要 
1-1. 調査目的 
文部科学省  科学技術政策研究所では博士課程修了者のキャリアパスを長期的に把握するた
めの「博士人材データベース」の構築を予定している。1 博士人材データベースがより有益なシステ
ムとなるためには、大学や公的研究機関等における研究者や学生の情報把握の実態を把握する
必要がある。これを調査するために、2011 年 12 月に「研究人材・学生・研究費の情報管理に関す
る調査」を行った。 
1-2. 調査内容 
「研究人材・学生・研究費の情報管理に関する調査」では、大学を含む研究機関に対して下記
の内容を尋ねた。 
① 雇用している研究人材に関するデータの保有状況や転出者の情報把握  
② 学生に関するデータの保有状況や進路の情報把握  
③ 博士課程修了者の長期的なキャリア把握に関する考え方  
④ 人材に関する統計、データベースへの対応の実態  
⑤ 研究費、財務諸表の集計に関する実態  
 
①②に関しては、大学を含む研究機関における各種情報に関して把握の度合いを主に調査し
た。③に関しては、博士人材データベースの目的である博士課程修了者のキャリア把握に関しての
意見を調査した。④に関しては、人材に関する公的統計に関する集計方法、データベースへの対
応状況を調べた。⑤は、人材と同様に研究に関する投入として重要な研究費に関して、公的統計、
財務諸表への計上方法を尋ねた。 
なお、博士課程学生に対する調査を初めとして、大学のみが調査対象となる調査項目がある。こ
のため、「大学向けの調査票」と「それ以外の機関に対する調査票」の 2 種類を作成した。大学に対
する調査要領および調査票は［参考資料 A：大学向け調査送付物］として示している。 
 
1-3. 調査設計 
本調査は文部科学省 科学技術政策研究所より、2011 年 12 月に各機関の本部の人事部門宛
に調査依頼を郵送することで開始した。（図表 1-3-1） 調査依頼を受け取った機関は、依頼状に記
載されている URL から Microsoft Excel 形式の調査票をダウンロードし、当該機関における情報把
握等の情報を書き込むことで回答を作成する。なお、本部の人事部門のみでは把握できない調査
項目に関しては、一階層下の下位組織（研究科）や財務・経理部門における記入、それらの組織・
部門への情報収集を行うことで回答作成を依頼した。  
                                              
1 博士人材データベースの構築背景や概念設計の詳細は、調査資料 216「博士課程修了者の状況把握のシステム設計  －博
士人材データベースの構築背景および海外の博士課程修了者調査－」に示している。（http://hdl.handle.net/11035/1175） 
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図表 1-3-1 「研究人材・学生・研究費の情報管理に関する調査」の流れ 
 
 
回答を作成した機関は、科学技術政策研究所から指定された調査用のメールアドレスに対して、
添付ファイルとして回答を送付することで提出を行う。なお、提出された回答の大部分が未記入で
あったり、回答の不整合があったりした場合は、差出人のメールアドレスに対して、追記や回答の修
正を依頼した。調査依頼時の回答提出期限は、2012 年 1 月 23 日を予定していたが、回答の督促
に関しては 2 月末、回答修正の依頼に関しては 3 月末まで実施した。 
1-4. 回収率 
調査対象機関は、大学（国立大学、公立大学、私立大学、大学共同利用機関）が 774 機関、公
的研究機関（研究開発法人、国立試験研究機関、公設試験場）が 372 機関、短期大学が 372 機
関、高等専門学校が 57 機関の合計 1,575 機関である。回答があった機関に関しては［参考資料
B：回答機関リスト］に掲載している。 
調査対象となった 1,575 機関のうちの回答数は 1,285 件であり、回収率は 81.6%である。（図表
1-4-1）国立大学および公立大学に関しては、より入念に督促を行うことで 100%の回収率を達成し
た。なお、調査項目の一部が未記入となっていても、本報告書における回収数および集計に含め
ている。 
 
図表 1-4-1 「研究人材・学生・研究費の情報管理に関する調査」の回収率  
 
送付数 回答数 回収率
1,575 1,285 81.6%
774 683 88.2%
86 86 100.0%
81 81 100.0%
603 512 84.9%
4 4 100.0%
372 266 71.5%
31 29 93.5%
28 10 35.7%
313 227 72.5%
372 281 75.5%
57 55 96.5%
私立大学
　全機関
大学
国立大学法人
公立大学
　　　　高等専門学校
大学共同利用機関
公的研究機関
研究開発法人
国立試験研究機関
公設試験場
　　　　短期大学
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1-5. 本調査における定義 
本調査において、雇用している研究人材は科学技術研究調査（総務省）における「大学の本務
教員」「研究業務を主とする職員」に加えて、「ポストドクターとして研究機関と雇用関係にある者」を
指している。2 ポストドクターの定義は、科学技術政策研究所 調査資料 202「ポストドクター等の雇
用・進路に関する調査－大学・公的研究機関への全数調査（2009 年度実績）－」に合わせており、
下記の通りである。 
 
 
 
 
 
 
 
ただし、調査資料 202 とは異なり、本調査の対象とするポストドクターは、調査対象機関から雇用さ
れている者に限定しており、日本学術振興会の特別研究員を含め、機関と雇用関係のない者は本
調査で対象とするポストドクターに関する情報把握から除外している。 
また、本調査においては大学・公的研究機関等における「データベースでの把握」の程度を調べ
ている。本調査における「データベースでの把握」とは、「電子ファイルとして情報が一覧できる状態」
を指している。大規模な情報共有システムではなく Microsoft Excel のような個別の電子ファイルの
形式であっても、情報が一覧できる状態であれば、「データベースでの把握」に含まれる。 
 
1-6. 本報告書の内容・集計方法 
博士人材データベースでは、博士課程修了者の長期的なキャリアパスを把握することを目的とし
ている。また、博士課程修了者の代表的な進路として、ポストドクターを初めとする大学等の機関が
雇用している研究人材が挙げられる。このため、本報告書においては調査対象機関が雇用してい
る研究人材の転出時の情報把握および博士課程学生の進路に関する情報把握に着目してとりま
とめた。 
本報告書においては、研究人材や学生に関する情報把握に関して「データベースでの把握」の
程度を定量化して示している。。その際、大規模機関と小規模機関を同じ 1 機関として集計すると、
研究人材や博士課程学生 1 人あたりの指標として不適当となる。このため、本報告書においては、
平成 22 年科学技術研究調査（総務省）における各機関の研究者数および博士課程在籍者の人
数を用いて、ウェイトをつけることで研究者や博士課程学生一人あたりの情報把握の指標を表して
いる図表を含めている。なお、ウェイトに用いる研究者数として、大学に関しては「教員」、大学以外
の機関に関しては「主に研究に従事する者」を利用した。 
 
                                              
2 科学技術研究調査（総務省）においては、博士課程の学生は、「研究者」として位置づけられているが、本調査においては
「学生」の一種類としている。 
本調査におけるポストドクターの定義  
博士の学位を取得後、任期付で任用される者であり、①大学等の研究機関で研究業務に従事し
ている者であって、教授・准教授・助教・助手等の職にない者や、②独立行政法人等の研究機関に
おいて研究業務に従事している者のうち、所属する研究グループのリーダー・主任研究員等でない者
とします。（博士課程に標準修業年限以上在学し、所定の単位を修得の上退学した者（いわゆる「満
期退学者」）を含みます。）http://hdl.handle.net/11035/930 
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第2章  雇用している研究人材の情報把握の状況 
2-1. 雇用している研究人材に関する情報把握 （機関種別） 
研究機関が雇用している研究人材に関して、[本務教員・研究者（ポストドクターを除く）][ポストド
クター]の 2 種類に区分して情報把握の状況を調査した。調査においては、研究人材に関する「デ
ータベースでの把握」の程度を個別情報項目に関して 5 つの選択肢で尋ねた。5 つの選択肢の各
回答を 0 点～3 点で配点し、各回答機関の研究者数によって加重平均をとった研究者 1 人あたり
の情報把握の程度を図表 2-1-1 に示す。 
 
図表 2-1-1 雇用している研究人材の情報把握状況（研究者数での加重平均） 
 
 
（注）加重平均値は、調査項目毎に無回答機関を除外して算出している。 
 
【本務教員、研究者（ポストドクターを除く）】 
大学全体（国立大学、公立大学、私立大学）における本務教員の在籍時の情報のうち、氏名や
性別等のプロフィール情報、学歴情報、担当授業名、機関内の個人 ID、科研費補助金の研究者
番号、電話番号や機関内のメールアドレス等の連絡先情報は、機関本部において概ねデータベ
ースとして把握できている。一方、当該機関以外に所属している機関、雇用財源、学術論文、研究
分野等の情報については、一部把握にとどまっている。 
大学種別に見ると、国立大学における本務教員の在籍時の情報のうち、プロフィール情報、学
回答項目 配点 セルの色 
ほとんどデータベースで把握している（把握率95%以上） 3 2以上
過半数をデータベースで把握している（把握率50%～95%） 2 1以上2未満
データベースとしての把握率は50%未満である（把握率1%～50%） / 一部把握しているが、把握率が特定できない 1 1未満
情報収集・データベースの項目となっておらず、把握していない 0
機関区分
個別情報
氏名 2.95 3.00 2.89 2.92 2.98 2.39 2.56 2.68 1.74 2.51 2.93 2.50
性別 2.91 2.99 2.77 2.87 2.97 2.22 2.41 2.68 1.44 2.20 2.93 2.39
国籍 2.36 2.89 1.73 2.07 2.53 1.53 2.05 2.56 1.00 1.53 2.31 0.78
生年月日 2.91 2.99 2.74 2.87 2.98 2.08 2.45 2.68 1.65 2.26 2.84 2.28
卒業・修了年 2.65 2.93 2.12 2.51 2.76 1.71 1.72 1.98 0.51 1.55 1.53 1.18
卒業・修了機関名 2.64 2.93 2.13 2.51 2.76 1.63 1.69 1.97 0.48 1.49 1.33 1.18
学位 2.60 2.91 2.35 2.42 2.88 1.80 1.66 1.90 0.64 1.49 1.63 1.14
2.12 2.63 1.77 1.81 2.18 1.24 1.19 1.45 0.24 0.99 1.05 0.49
所属開始年 2.82 2.90 2.72 2.79 2.97 2.01 2.46 2.59 1.68 2.40 2.93 2.06
所属開始月 2.81 2.90 2.71 2.77 2.97 2.01 2.46 2.59 1.68 2.40 2.93 2.06
所属先　（学部・研究
科・グループ） 2.91 2.96 2.85 2.89 2.98 2.36 2.47 2.64 1.70 2.36 2.91 2.22
職名 2.93 3.00 2.87 2.89 2.98 2.37 2.52 2.68 1.64 2.44 2.93 2.50
貴機関以外で所属して
いる機関 1.11 1.23 1.05 1.04 2.43 1.27 0.41 0.31 0.39 0.54 0.67 0.85
2.16 2.11 1.90 2.24 0.18 0.00 0.00 0.58
1.53 2.16 0.69 1.48 2.36 0.70 1.89 2.43 1.50 1.20 2.77 1.56
2.75 2.97 2.43 2.64 2.78 1.78 2.47 2.67 1.38 2.34 2.57 1.97
2.06 2.07 1.72 2.09 2.50 1.17 1.39 1.45 0.50 1.43 2.07 1.45
1.47 1.48 1.10 1.51 1.98 1.05 0.43 0.32 0.22 0.62 1.74 1.25
1.34 1.35 1.15 1.36 2.01 1.15 0.36 0.30 0.19 0.46 1.44 1.47
1.82 1.81 1.75 1.84 1.23 1.38 0.94 0.93 0.65 1.00 1.20 1.61
電話番号 2.09 1.86 2.24 2.24 2.31 1.98 1.05 0.83 0.85 1.37 2.20 2.40
機関内のメールアドレ
ス 2.14 2.14 2.15 2.13 2.30 2.30 1.06 0.95 0.64 1.26 2.36 2.48
機関ドメインの個人の
ウェブサイト 0.73 0.71 0.79 0.74 0.35 0.57 0.18 0.13 0.04 0.27 0.36 0.07
1.26 1.27 0.99 1.30 0.47 0.30 0.25 0.19 0.10 0.36 0.80 0.08
1.66 1.77 1.32 1.62 1.54 0.87 0.57 0.45 0.29 0.78 1.30 1.25
獲得した競争的資金
連絡先
所属学会
研究分野（科研費の分野分類等）
学歴
職歴
所属情報
論文以外の成果
（知的財産、書籍、賞等）
貴機関における担当授業名
雇用財源
機関内の個人ID
科学研究費補助金の研究者番号
学術論文
【ポストドクター】
国立試験
研究機関・
公設試験場
【N=188】
国立試験
研究機関・
公設試験場
【N=18】
プロフィール
うち
国立大学
【N=69】
うち
公立大学
【N=21】
うち
私立大学
【N=91】
研究開発
法人
【N=25】
大学全体
【N=651】 うち国立大学
【N=86】
うち
公立大学
【N=76】
うち
私立大学
【N=489】
研究開発
法人
【N=26】
大学全体
【N=181】
【本務教員、研究者（ポストドクターを除く）】
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歴情報、職歴、雇用財源、機関内のメールアドレスの連絡先情報は、機関本部において概ねデー
タベースとして把握できている。一方、当該機関以外に所属している機関、学術論文、研究分野等
は、一部把握にとどまっている。公立大学は国立大学、私立大学と比べ、把握率が低くなっている。
公立大学における本務教員の在籍時の情報のうち、国籍、職歴、当該機関以外に所属している機
関、担当授業名、獲得した競争的資金、研究分野は、一部把握にとどまっている。 
公的研究機関のうち、研究開発法人は全体的に大学と類似した把握状況となっている。研究開
発法人における研究者の在籍時の情報のうち、プロフィール情報、学歴情報、所属情報、電話番
号や機関内のメールアドレス等の連絡先情報は、機関本部において概ねデータベースとして把握
できている状況である。一方で、職歴、機関以外に所属している機関、雇用財源、研究分野等の
情報は、一部把握にとどまっている。 
国立試験研究機関・公設試験場は、全体的に把握率が低い。国立試験研究機関・公設試験場
における研究者の在籍時の情報のうち、氏名のみ概ねデータベースとして把握できている状況であ
る。一方、その他のプロフィール情報、学歴情報、所属情報、電話番号や機関内のメールアドレス
の連絡先情報は一部把握にとどまっている。 
 
【ポストドクター】 
ポストドクターについては、本務教員、研究者（ポストドクターを除く）と比べると情報の把握率が
全体的に低くなっている。大学全体においては、プロフィール情報、所属情報、機関内の個人 ID
は機関本部において概ねデータベースとして把握できている状況である。一方で、学歴、職歴、雇
用財源、電話番号や機関内のメールアドレスの連絡先情報は、一部把握にとどまっている。当該
機関以外で所属している機関、学術論文、論文以外の成果、獲得した競争的資金、機関ドメイン
の個人のウェブサイト、所属学会、研究分野は把握できていない。 
大学の中では、国立大学が情報把握の程度が比較的高く、公立大学が情報把握の程度が比
較的低い。国立大学におけるポストドクターの在籍時の情報のうち、プロフィール、学歴、所属、雇
用財源は機関本部において概ねデータベースとして把握できている。一方、職歴、電話番号や機
関内のメールアドレスの連絡先情報は一部把握にとどまっている。 
公立大学におけるポストドクターの在籍時の情報のうち、機関本部において概ねデータベースと
して把握できている項目はない。私立大学におけるポストドクターの在籍時の情報のうち、プロフィ
ール情報、所属情報、機関内の個人 ID は機関本部において概ねデータベースとして把握できて
いる状況である。国籍、学歴、職歴、雇用財源、電話番号や機関内のメールアドレスの連絡先情
報は一部把握にとどまる。 
公的研究機関のうち、研究開発法人は国立試験研究機関・公設試験場に比べて把握率が高
い。研究開発法人におけるポストドクターの在籍時の情報のうち、プロフィール情報、所属情報、雇
用財源、電話番号や機関内のメールアドレスは機関本部において概ねデータベースとして把握で
きている。学歴、学術論文、論文以外の成果の情報は、一部把握にとどまる。また、国立試験研究
機関・公設試験場におけるポストドクターの在籍時の情報のうち、機関本部において概ねデータベ
ースとして把握できている項目はない。 
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2-2. 雇用している研究人材に関する情報把握 （規模別） 
機関に所属している研究者数の規模別（研究者数が0～99名、100～199名、200～499名、500
名以上で区分3）に、氏名、電話番号、機関内のメールアドレス、機関ドメインの個人のウェブサイト
の情報の把握状況について集計を行った。 
まず、機関に所属している研究者数規模の構成を図表2-2-1に示す。大学全体では、研究者数
が0～99名の規模の機関が全体の47.8%を占めており、100～199名の規模の機関は23.0%、200～
499名の規模の機関は16.7%、500名以上の規模の機関は12.4%を占めている。国立大学では、研
究者数が500名以上の機関が全体の50.0%を占めており、200～499名の規模の機関が32.6%を占
める。公立大学では、0～99名の規模の機関が53.9%を占めており、100～199名の規模の機関が
23.7%を占める。私立大学では、0～99名人の規模の機関が全体の54.6%を占めており、100～199
名の規模の機関が24.5%、200～499名の規模の機関が14.3%、500名以上の規模の機関は6.5%
を占める。 
研究開発法人では、500名以上の規模の機関は30.8%を占め、200～499名および0～99名の規
模の機関がそれぞれ26.9%である。一方、国立試験研究機関・公設試験場では、0～99名の規模
の機関が88.3%と大半を占め、100～199名の規模の機関が9.6%を占める。 
 
図表 2-2-1 研究者数の規模別の構成（機関種別） 
 
  
                                              
3 本務研究者数の規模別の区分方法は、後述の博士課程修了者数の規模別の区分（0-49 名、50-99 名、100-249 名、250 名
以上）の全体における割合が類似するよう調整した。なお、博士課程修了者数の規模別の区分は、NISTEP REPORT No.126 
『第 3 期科学技術基本計画のフォローアップに係る調査研究 「大学・大学院の教育に関する調査」プロジェクト 第 2 部 我が
国の博士課程修了者の進路動向調査 報告書』2009 年 3 月  で用いられている区分に準じた。 
88.3%
26.9%
54.6%
53.9%
3.5%
47.8%
9.6%
15.4%
24.5%
23.7%
14.0%
23.0%
1.1%
26.9%
14.3%
14.5%
32.6%
16.7%
1.1%
30.8%
6.5%
7.9%
50.0%
12.4%
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
国立試験研究機関・
公設試験場
【N=188】
研究開発法人【N=26】
うち私立大学
【N=489】
うち公立大学
【N=76】
うち国立大学
【N=86】
大学全体【N=651】
0‐99人 100‐199人 200‐499人 500人以上
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続いて、本務教員・研究者（ポストドクターを除く）の在籍情報のうち、氏名、電話番号、機関内
のメールアドレス、機関ドメインの個人のウェブサイトの情報の把握状況について、規模別の集計結
果を図表 2-2-2 に示す。 
 
図表 2-2-2 本務教員・研究者（ポストドクターを除く）に関する項目別情報把握の状況  
 
 
【在籍情報：氏名】 
9 割程度の機関において、全ての本務教員・研究者（ポストドクターを除く）の情報を機関本部に
てデータベースで把握している。 
 
【在籍情報：電話番号、機関内のメールアドレス】 
電話番号や機関内のメールアドレスについては両者ともに同様の傾向となっている。氏名の把握
率よりも更に低く、本部で情報を把握できていない機関は 2 割程度存在する。500 名以上の規模の
機関では、機関本部で研究者の情報を把握している機関割合が他の規模と比べて減少し、約
50%となっている。 
 
【在籍情報：機関ドメインの個人のウェブサイト】 
機関ドメインの個人のウェブサイトについては、規模にかかわらず、機関本部でほぼ全ての情報
0.8% 1.2% 0.7%
15.1%
2.3% 1.7% 1.1%
9.2%
2.3%
1.3%
0.4%
1.2% 0.8%
0.6%
81.4%
95.3% 97.5% 98.9%
88.2%
0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%
100%
0‐99名【N=484】 100‐199名【N=172】 200‐499名【N=118】 500名以上【N=91】 全体【N=865】
【氏名】
0.8% 1.2% 0.8% 0.8%
22.3%
15.7% 16.1%
27.5%
20.7%
3.1%
1.7% 3.4%
8.8%
3.5%
0.6%
1.2% 3.4%
11.0%
2.2%
73.1%
80.2% 76.3%
52.7%
72.8%
0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%
100%
0‐99名【N=484】 100‐199名【N=172】 200‐499名【N=118】 500名以上【N=91】 全体【N=865】
【電話番号】
0.8% 1.2% 0.8% 0.8%
22.3%
12.2% 11.0%
24.2% 19.0%
3.3%
1.2% 6.8%
9.9%
4.0%
1.0%
0.6%
2.5%
12.1%
2.3%
72.5%
84.9%
78.8%
53.8%
73.9%
0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%
100%
0‐99名【N=484】 100‐199名【N=172】 200‐499名【N=118】 500名以上【N=91】 全体【N=865】
【機関内のメールアドレス】
1.2% 1.7% 0.8% 1.2%
70.5%
63.4%
53.4% 58.2%
65.4%
9.1%
12.2%
21.2%
30.8% 13.6%
1.0%
1.2% 5.1%
4.4%
2.0%
18.2% 21.5% 19.5%
6.6%
17.8%
0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%
100%
0‐99名【N=484】 100‐199名【N=172】 200‐499名【N=118】 500名以上【N=91】 全体【N=865】
【機関ドメインのウェブサイト】
ほとんどデータベースで把握している（把握率95％以上）
半数以上データベースで把握している（把握率50％～95％）
一部把握しているが、把握率が特定できない
情報収集・データベースの項目となっておらず、把握していない
無回答
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を把握している機関は全体の 2 割程度で、本部で把握していない機関が 65%を占める。 
 
2-3. 雇用している研究人材に関する情報更新、研究分野の把握 
本務教員・研究者（ポストドクターを除く）の在籍情報のうち、学術論文データの更新の仕組み、
扱っている研究分野の分野分類について機関種別に集計した。図表 2-3-1 の左側に【論文データ
の更新の仕組み】、右側に【研究分野の分類】を示す。 
 
図表 2-3-1 雇用している研究人材の情報把握（論文データ更新、研究分野の分類） 
【論文データ更新の仕組み】             【研究分野の分類】 
 
【論文データの更新の仕組み】 
大学全体では、更新の仕組みがないとする機関が 44.5%を占め、次いで本人・研究室から一年
に一回以上の頻度で、採択・公表された論文の情報を得ている機関が 37.7%を占める。本人・研
究室から採択・公表された論文情報を逐次得る仕組みがある機関は 13.3%にすぎない。 
国立大学においては、本人・研究室から採択・公表された論文情報を逐次得る仕組みがあると
回答した機関は 20.9%にとどまる。本人・研究室から一年に一回以上の頻度で、採択・公表された
論文の情報を得ている機関が 41.9%と最も多く、更新の仕組みがないと回答した機関が 32.6%とな
っている。一方、公立大学においては、更新の仕組みがないと回答した機関が 62.0%と最も多く、
定期的に情報を得ている機関は約 3 割である。私立大学においては、論文データの更新の仕組み
を有している機関と有していない機関が半数ずつとなっている。 
公的研究機関の中でも、研究開発法人においては、全体の 48.1%の機関が本人・研究室から
採択・公表された論文情報を逐次得る仕組みがある。また、研究開発法人では本人・研究室から
一年に一回以上の頻度で、採択・公表された論文の情報を得ている機関が 37.0%となっている。つ
まり、8 割以上の機関において学術論文データの更新の仕組みがある。一方、国立試験研究機
関・公設試験場では、更新の仕組みがないと回答した機関が 46.8%を占め、いずれかの形で情報
を得ている機関は 4 割程度と、研究開発法人と比べると学術論文データの更新の仕組みがある機
関の割合は小さい。  
13.3%
48.1%
13.3%
5.1%
20.9%
13.3%
29.4%
37.0%
39.0%
25.3%
41.9%
37.7%
0.9%
0.8%
1.3%
0.8%
46.8%
11.1%
43.8%
62.0%
32.6%
44.5%
9.6%
3.7%
3.2%
6.3%
4.7%
3.8%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
国立試験研究機関・
公設試験場【N=218】
研究開発法人【N=27】
うち私立大学
【N=498】
うち公立大学
【N=79】
うち国立大学
【N=86】
大学全体【N=663】
本人・研究室から採択・公表された論文情報を逐次得る仕組みがある
本人・研究室から一年に一回以上の頻度で、採択・公表された論文の情報を得ている
外部の論文データベースから所属している研究人材の論文データを定期的に得ている
更新の仕組みがない（本人・研究室からの申し出がない限り、当初の入力を継続使用）
無回答
6.4%
7.4%
38.2%
19.0%
18.6%
33.3%
29.4%
44.4%
33.1%
44.3%
44.2%
35.9%
3.7%
0.2%
0.2%
52.8%
37.0%
23.9%
29.1%
32.6%
25.6%
11.5%
7.4%
4.6%
7.6%
4.7%
5.0%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
国立試験研究機関・
公設試験場【N=218】
研究開発法人【N=27】
うち私立大学
【N=498】
うち公立大学
【N=79】
うち国立大学
【N=86】
大学全体【N=663】
学校基本調査の分野分類 科研費の分野分類
トムソン・ロイターの分野分類 その他
無回答
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【研究分野の分野分類】 
研究分野の分野分類として使用しているものについて、大学全体では、科研費の分野分類を使
っている機関が 35.9%を占めている。次いで学校基本調査の分野分類を使用している機関が
33.3%である。 
国立大学、公立大学においては、科研費の分野分類を使っている機関がそれぞれ 44.2%、
44.3%と最も多くを占めている。学校基本調査の分野分類を使用している機関が 18.6%、19.0%で
ある。私立大学においては、学校基本調査の分野分類を使用する機関が最も多く 38.2%を占め、
次いで科研費の分野分類を使用する機関が 33.1%を占める。 
一方、研究開発法人においては、44.4%の機関が科研費の分野分類を使用している。国立試
験研究機関・公設試験場においては、29.4%が科研費の分野分類を使用している。その他の分野
分類の自由記述としては、総務省科学技術研究調査の分野分類、機関独自の研究チームの分野
分類が挙げられた。 
 
2-4. 機関としての ReaD&Researchmap への研究人材データ提供状況 
機関としての ReaD&Researchmap へのデータ提供状況、データ提供をしていない機関に関して
は今後のデータ提供検討について機関種別に集計した。以下では、本務教員・研究者（ポストドク
ターを除く）およびポストドクターに分けて記載する。本務教員・研究者（ポストドクターを除く）に関
する集計結果を図表 2-4-1 に示す。4  
 
図表 2-4-1 ReaD&Researchmap へのデータ提供状況[本務教員・研究者（ポストドクターを除く）] 
【ReaD&Researchmap へのデータ提供状況】  【ReaD&Researchmap へのデータ提供の検討】 
 
（注）左図のうち、“一部の学部・研究科（部局）がデータ提供を行っている”、“データ提供を行っている学部・研究科 (部局 )はない（データ提供を行っている学部・
研究科（部局）を知らない）”と回答した機関について、右図について回答依頼した。  
                                              
4 ReaD&Researchmap は、科学技術振興機構が運営しているウェブ公開型の研究人材データベースである。
（http://researchmap.jp/） 
35.8%
11.1%
36.7%
19.0%
61.6%
37.9%
14.7%
11.1%
15.7%
13.9%
3.5%
13.9%
41.7%
77.8%
43.2%
62.0%
34.9%
44.3%
4.1%
3.4%
1.3%
2.7%
3.7%
1.0%
3.8%
1.2%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
国立試験研究機関・
公設試験場【N=218】
研究開発法人【N=27】
うち私立大学
【N=498】
うち公立大学
【N=79】
うち国立大学
【N=86】
大学全体【N=663】
機関全体としてデータ提供を行っている
一部の学部・研究科（部局）がデータ提供を行っている
データ提供を行っている学部・研究科（部局）はない（データ提供を行っている学部・研究科(部局）を知らない）
該当する人材属性はいない
無回答
8.9%
12.5%
24.6%
15.0%
24.2%
23.1%
40.7%
20.8%
38.6%
18.3%
27.3%
34.5%
49.6%
66.7%
34.8%
65.0%
45.5%
40.4%
0.3%
0.3%
0.8%
1.7%
1.7%
3.0%
1.8%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
国立試験研究機関・
公設試験場【N=123】
研究開発法人【N=24】
うち私立大学
【N=293】
うち公立大学
【N=60】
うち国立大学
【N=33】
大学全体【N=386】
機関としてのデータ提供を検討している
機関としてデータ提供が可能であることを知っているが、提供を検討していない
機関としてデータ提供が可能であることを知らなかった
該当する人材属性はいない
無回答
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【本務教員・研究者（ポストドクターを除く）】 
 本務教員・研究者（ポストドクターを除く）に関する ReaD&Researchmap へのデータ提供状況  [a].
図表 2-4-1 の左側の図は ReaD&Researchmap のデータ提供状況を示している。本務教員・研
究者（ポストドクターを除く）の情報については、大学全体においては、44.3%の機関がデータ提供
を行っていない。機関全体としてデータ提供を行っているのは 37.9%であり、一部の学部・研究科
がデータ提供を行っているのは 13.9%である。 
国立大学では、公立大学、私立大学と比べて機関全体としてデータ提供を行っている割合が高
く、61.6%の機関が機関全体としてデータ提供を行っている。また、データ提供を行っていない・知
らないという機関の割合は 34.9%であり、公立大学、私立大学よりも少ない。 
一方、公立大学では、機関全体としてデータ提供を行っている割合は 19.0%、一部の学部・研
究科がデータ提供を行っている割合は 13.9%、残りの 62.0%の機関がデータ提供を行っていない。
私立大学では、機関全体としてデータ提供を行っている割合は 36.7%、一部の学部・研究科がデ
ータ提供を行っている割合は 15.7%、残りの 43.2%の機関がデータ提供を行っていない。 
公的研究機関のうち、研究開発法人については、77.8%の機関がデータ提供を行っていない・
知らないと回答している。機関全体としてデータ提供を行っているのが 11.1%、一部の部局でデー
タを提供している機関は 11.1%である。一方、国立試験研究機関・公設試験場では、機関全体とし
てデータ提供を行っているのは 35.8%であり、データ提供を行っていないのが 41.7%、一部の部局
でデータ提供を行っているのが 14.7%という状況である。 
 
 本務教員・研究者（ポストドクターを除く）に関する ReaD&Researchmap へのデータ提供検討  [b].
図表 2-4-1 の右側の図は現在、機関全体として ReaD&Researchmap へデータ提供を行ってい
ない機関に対して､今後の機関としてのデータ提供の検討状況を示している。 
大学全体では 40.4%の機関が機関全体としてデータ提供が可能であることを知らなかったという
状況である。約 6 割の機関が機関全体としてデータ提供が可能であることは知っており、23.1%の
機関が今後データ提供を検討している。その一方で、残りの 34.5%の機関はデータ提供が可能で
あることを知っているが、データ提供を検討はしていないと回答している。 
国立大学では、ReaD&Researchmap へ機関全体としてデータ提供を行っていない機関は少なく、
38.4%である。そのうち 45.5%の国立大学は、機関としてデータ提供が可能であることを知らないと
いう状況である。また、データ提供が可能であることを知っており今後データ提供を検討しているの
は 24.2%、データ提供を検討していないのは 27.3%である。一方、公立大学においては、機関とし
てデータ提供が可能であることを知らない機関が 65.0%、データ提供が可能であることを知っており
今後データ提供を検討しているのが 15.0%、データ提供を検討していないのは 18.3%という状況で
ある。私立大学では、機関としてデータ提供が可能であることを知らない機関が 34.8%、データ提供
が可能であることを知っており今後データ提供を検討しているのが 24.6%、データ提供を検討して
いないのは 38.6%という状況である。 
公的研究機関のうち、研究開発法人では、機関としてデータ提供が可能であることを知らない機
関が 66.7%、データ提供が可能であることを知っており今後データ提供を検討しているのが 12.5%、
データ提供を検討していないのは 20.8%という状況である。一方、国立試験研究機関・公設試験場
では、機関としてデータ提供が可能であることを知らない機関が 49.6%、データ提供が可能であるこ
とを知っており今後データ提供を検討しているのが 8.9%、データ提供を検討していないのは約
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40.7%という状況である。 
 
【ポストドクター】 
 ポストドクターに関する ReaD&Researchmap へのデータ提供状況  [a].
ポストドクターに関して ReaD&Researchmap へのデータ提供状況および提供の検討状況を図表
2-4-2 に示す。本務教員・研究者（ポストドクターを除く）の傾向と異なり、データ提供を行っていない
という機関が 74.0%を占める。機関全体としてデータ提供を行っているのは 13.8%である。私立大学
においては一部の学部・研究科（部局）にてデータ提供を行っているとする機関が 7.7%存在し、国
立大学、公立大学と比べ割合が高い。 
公的研究機関のうち、研究開発法人については、88.5%の機関がデータ提供を行っておらず、
7.7%が一部の部局でデータを提供している。一方、国立試験研究機関・公設試験場では、50.0%
がデータ提供を行っていないが、29.2%の機関では、機関全体としてデータ提供を行っており、一
部の部局でデータ提供をしているのは 8.3%を占める。 
 
 ポストドクターに関する ReaD&Researchmap へのデータ提供検討  [b].
大学全体では、今後提供することを検討する機関は 18.3%にとどまっている。51.4%の機関は今
後の提供については検討していないという状況である。また、データ提供制度を知らないと回答した
機関は 26.8%である。 
国立大学においては、今後の提供を検討していないとする機関が 59.6%と大半を占める。データ
提供が可能であることを知らない機関も 27.3%存在する。また、公立大学においては、機関としてデ
ータ提供が可能であることを知らない機関が 46.7%を占め、データ提供が可能であることは知って
いるものの今後のデータ提供を検討していないとする機関が 40.0%を占める。私立大学においては、
30.0%の機関が機関としてのデータ提供を検討しており、47.1%の機関はデータ提供が可能である
と知ってはいるがデータ提供を検討していないとしている。20.0%の機関はデータ提供が可能であ
ることを知らないという状況である。 
公的研究機関のうち、研究開発法人では、機関としてデータ提供が可能であることを知らない機
関が 68.0%、データ提供が可能であることを知っており今後データ提供を検討しているのは 12.0%、
データ提供を検討していないのは 20.0%という状況である。一方、国立試験研究機関・公設試験場
では、データ提供が可能であることを知っているがデータ提供を検討していないのは 50.0%を占め、
機関としてデータ提供が可能であることを知らない機関が 35.7%、今後データ提供を検討している
のが 14.3%という状況である。 
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図表 2-4-2 ReaD&Researchmap へのデータ提供状況、データ提供検討状況 [ポストドクター] 
【ReaD&Researchmap へのデータ提供状況】    【ReaD&Researchmap へのデータ提供の検討】 
 
（注）左図のうち、“一部の学部・研究科（部局）がデータ提供を行っている”、“データ提供を行っている学部・研究科 (部局 )はない（データ提供を行っている学部・
研究科（部局）を知らない）”と回答した機関について、右図について回答依頼した。 
  
29.2%
3.8%
14.3%
14.3%
13.0%
13.8%
8.3%
7.7%
7.7%
0.0%
1.4%
4.4%
50.0%
88.5%
69.2%
71.4%
81.2%
74.0%
8.3%
5.5%
9.5%
2.9%
5.0%
4.2%
3.3%
4.8%
1.4%
2.8%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
国立試験研究機関・
公設試験場【N=24】
研究開発法人【N=26】
うち私立大学
【N=91】
うち公立大学
【N=21】
うち国立大学
【N=69】
大学全体【N=181】
機関全体としてデータ提供を行っている
一部の学部・研究科（部局）がデータ提供を行っている
データ提供を行っている学部・研究科（部局）はない（データ提供を行っている学部・研究科(部局）を知らない）
該当する人材属性はいない
無回答
14.3%
12.0%
30.0%
6.7%
7.0%
18.3%
50.0%
20.0%
47.1%
40.0%
59.6%
51.4%
35.7%
68.0%
20.0%
46.7%
29.8%
26.8%
1.4%
0.7%
1.4%
6.7%
3.5%
2.8%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
国立試験研究機関・
公設試験場【N=14】
研究開発法人【N=25】
うち私立大学
【N=70】
うち公立大学
【N=15】
うち国立大学
【N=57】
大学全体【N=142】
機関としてのデータ提供を検討している
機関としてデータ提供が可能であることを知っているが、提供を検討していない
機関としてデータ提供が可能であることを知らなかった
該当する人材属性はいない
無回答
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第3章 雇用している研究人材の転出に関する情報把握の状況 
3-1. 雇用している研究人材の転出時の情報収集の方法（機関種別） 
研究人材の転出時の情報収集の方法について、機関種別（国立大学、公立大学、私立大学、
研究開発法人、国立試験研究機関）に集計を行った。本務教員・研究者（ポストドクターを除く）に
関する転出時の情報収集体制に関して図表 3-1-1 に、情報提出者および情報収集の媒体に関し
て図表 3-1-2 に示す。 
 
図表 3-1-1 転出時の情報収集体制（機関種別） [本務教員・研究者（ポストドクターを除く）] 
 
図表 3-1-2 転出時の情報収集方法（機関種別） [本務教員・研究者（ポストドクターを除く）] 
【事務部門への情報提出者】              【情報収集の媒体】 
 
44.5%
51.9%
51.4%
62.0%
53.5%
52.9%
9.2%
11.1%
9.0%
7.6%
23.3%
10.7%
37.2%
33.3%
36.1%
24.1%
23.3%
33.0%
9.2%
3.7%
3.4%
6.3%
3.3%
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
国立試験研究機関・
公設試験場
【N=218】
研究開発法人【N=27】
うち私立大学
【N=498】
うち公立大学
【N=79】
うち国立大学
【N=86】
大学全体【N=663】
本部で学部・研究科（部局）を横断的に情報を収集・把握する仕組みがある
原則として、学部・研究科（部局）で収集した情報を本部に伝達しており、最終的に本部で情報を把握している
原則として、学部・研究科（部局）で情報を収集・管理しており、最終的に本部で情報を把握していない
無回答
44.3%
71.4%
74.6%
75.5%
73.9%
74.6%
47.4%
21.4%
17.2%
18.4%
23.9%
18.2%
8.2%
7.1%
8.2%
6.1%
2.2%
7.1%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
国立試験研究機関・
公設試験場
【N=97】
研究開発法人【N=14】
うち私立大学
【N=256】
うち公立大学
【N=49】
うち国立大学
【N=46】
大学全体【N=351】
転出する研究人材本人
転出する研究人材のグループ長・上司
無回答
9.3%
7.1%
4.3%
0.6%
8.2%
50.0%
14.1%
24.5%
56.5%
21.1%
30.9%
21.4%
33.6%
28.6%
26.1%
31.9%
45.4%
14.3%
42.6%
40.8%
8.7%
37.9%
6.2%
7.1%
9.8%
6.1%
4.3%
8.5%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
国立試験研究機関・
公設試験場
【N=97】
研究開発法人【N=14】
うち私立大学
【N=256】
うち公立大学
【N=49】
うち国立大学
【N=46】
大学全体【N=351】
電子媒体（Webブラウザ、定型化されたExcelへの転出情報の記入等）での情報収集システムがある
転出に関する電子媒体の情報収集システムがなく、転出に関する定型フォーマット（記入書類（紙ベース
等））がある
転出に関する電子媒体の情報収集システム、定型フォーマットがなく、職員・教員による転出先に関する質
問項目（転出先組織、転出後の職階など）がある
転出に関する質問項目は定まっておらず、管理部門は転出先を関知しない
無回答
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【本務教員・研究者（ポストドクターを除く）】 
 本務教員・研究者（ポストドクターを除く）の転出時の情報収集体制  [a].
大学全体においては、本務教員・研究者（ポストドクターを除く）の転出時の情報を最終的に大
学本部で把握している割合は 63.6%である。この内訳としては 52.9%が大学本部で、学部・研究科
（部局）を横断した情報収集体制があり、残る 10.7%は、学部・研究科が収集した情報を最終的に
本部で把握する体制となっている。一方で、大学本部は本務教員・研究者（ポストドクターを除く）
の転出に関する情報を把握しておらず、学部・研究科（部局）での情報把握にとどまっている割合
は 33.0%となっている。 
国立大学においては、公立大学、私立大学と比べて、学部・研究科（部局）で収集した情報を本
部に伝達しており最終的に本部で情報を把握している機関が多く（53.5%）、学部・研究科（部局）
で情報を収集・管理しており、最終的に本部で情報を把握していない機関は少ない（23.3%）。 
一方、公立大学では、62.0%の機関が本部で学部・研究科（部局）を横断的に情報収集・把握
する仕組みがあり、学部・研究科（部局）で収集した情報を本部に伝達しており最終的に本部で情
報を把握している機関は 7.6%と 1 割に満たない。また、学部・研究科（部局）で情報を収集・管理し
ており、最終的に本部で情報を把握していない機関は 24.1%である。 
私立大学では、51.4%の機関が本部で学部・研究科（部局）を横断的に情報収集・把握する仕
組みがあり、学部・研究科（部局）で収集した情報を本部に伝達しており最終的に本部で情報を把
握している機関は 9.0%、また、学部・研究科（部局）で情報を収集・管理しており最終的に本部で
情報を把握していない機関は 36.1%である。 
研究開発法人においては、私立大学の傾向とほぼ同様であり、本部で学部・研究科（部局）を
横断的に情報収集・把握する仕組みがある機関は 51.9%、学部・研究科（部局）で収集した情報を
本部に伝達しており最終的に本部で情報を把握している機関は 11.1%、また、学部・研究科（部局）
で情報を収集・管理しており最終的に本部で情報を把握していない機関は 33.3%である。一方、国
立試験研究機関・公設試験場では、本部で学部・研究科（部局）を横断的に情報収集・把握する
仕組みがある機関は最も少なく 44.5%である。また、学部・研究科（部局）で収集した情報を本部に
伝達しており最終的に本部で情報を把握している機関は 9.2%、また、学部・研究科（部局）で情報
を収集・管理しており最終的に本部で情報を把握していない機関は 37.2%である。 
 
 本務教員・研究者（ポストドクターを除く）の転出時の情報提出者  [b].
転出時の情報提出者は、大学全体では、研究人材本人が提出する機関は 74.6%であり、転出
する研究人材のグループ長・上司が情報を提出している機関は 18.2%である。 
国立大学、公立大学、私立大学は皆同様の傾向であり、研究人材本人が提出する機関が最も
多く、約 7 割存在する。また転出する研究人材のグループ長・上司が情報を提出している機関は約
2 割である。研究開発法人も大学と同様の傾向である。 
一方、国立試験研究機関・公設試験場においては、研究人材本人が提出する機関は 44.3%と
他の機関種と比べると少なく、転出する研究人材のグループ長・上司が情報を提出している機関
は 47.4%と多い。 
 
 本務教員・研究者（ポストドクターを除く）の転出時の情報収集方法  [c].
転出時の情報収集の方法の状況を見ると、大学全体では、転出に関する電子媒体の情報収集
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システムがなく、定型フォーマット（紙ベース等）があるのは 21.1%である。転出に関する情報収集シ
ステム、定型フォーマットがなく、事務等による転出先に関する質問項目がある機関は 31.9%であり、
転出に関する質問項目は定まっておらず、管理部門は転出先を関知しない機関は 37.9%を占め
る。 
国立大学では、公立大学、私立大学と比べて転出に関する電子媒体の情報収集システムがな
く、定型フォーマット（紙ベース等）がある機関が多く、56.5%を占める。また、4.3%ではあるが、電子
媒体での情報収集システムがある機関も存在する。一方、公立大学、私立大学では、大学全体と
同様の傾向であるが、私立大学においては転出に関する質問項目は定まっておらず、管理部門は
転出先を関知しないという機関がやや多く、42.6%を占める。 
研究開発法人では、7.1%の機関が電子媒体での情報収集システムがあると回答しており、
50.0%が転出に関する電子媒体の情報収集システムがなく、定型フォーマット（紙ベース等）がある
としている。国立試験研究機関・公設試験場では、9.3%の機関が電子媒体での情報収集システム
があると回答している一方で、45.4%の機関は転出に関する質問項目は定まっておらず、管理部門
は転出先を関知しないと回答している。 
 
【ポストドクター】 
ポストドクターに関する転出時の情報収集体制に関して図表 3-1-3、情報提出者および情報収
集の媒体に関して図表 3-1-4 に示す。 
 
図表 3-1-3 転出時の情報収集体制（機関種別） [ポストドクター] 
 
（注）ポストドクターが在籍していない機関に関しては、機関数から除外されている。  
54.2%
34.6%
39.6%
42.9%
44.9%
42.0%
4.2%
3.8%
7.7%
4.8%
21.7%
12.7%
29.2%
57.7%
47.3%
47.6%
33.3%
42.0%
12.5%
3.8%
5.5%
4.8%
3.3%
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
国立試験研究機関・
公設試験場
【N=24】
研究開発法人【N=26】
うち私立大学
【N=91】
うち公立大学
【N=21】
うち国立大学
【N=69】
大学全体【N=181】
本部で学部・研究科（部局）を横断的に情報を収集・把握する仕組みがある
原則として、学部・研究科（部局）で収集した情報を本部に伝達しており、最終的に本部で情報を把握している
原則として、学部・研究科（部局）で情報を収集・管理しており、最終的に本部で情報を把握していない
無回答
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図表 3-1-4 転出時の情報収集方法（機関種別） [ポストドクター] 
【事務部門への情報提出者】              【情報収集の媒体】 
 
 
 ポストドクターの転出時の情報収集体制  [a].
図表 3-1-3 は、図表 3-1-1 と比較して、国立試験研究機関・公設試験場以外の機関種では、本
部で情報を把握していない割合は多くなっている。大学全体においては、ポストドクターの転出時
の情報を最終的に大学本部で把握している割合は 54.7%である。この内訳としては 42.0%が大学
本部で、学部・研究科（部局）を横断した情報収集体制があり、残る 12.7%は、学部・研究科が収
集した情報を最終的に本部で把握する体制となっている。一方で、大学本部はポストドクターの転
出に関する情報を把握しておらず、学部・研究科（部局）での情報把握にとどまっている割合は
42.0%となっている。 
国立大学においては、公立大学、私立大学と比べて、学部・研究科（部局）で収集した情報を本
部に伝達しており最終的に本部で情報を把握している機関が多く（21.7%）、学部・研究科（部局）
で情報を収集・管理しており、最終的に本部で情報を把握していない機関は少ない（33.3%）。 
一方、公立大学では、42.9%の機関が本部で学部・研究科（部局）を横断的に情報収集・把握
する仕組みがあり、学部・研究科（部局）で収集した情報を本部に伝達しており最終的に本部で情
報を把握している機関は 4.8%と 1 割に満たない。また、学部・研究科（部局）で情報を収集・管理し
ており、最終的に本部で情報を把握していない機関は 47.6%である。 
私立大学では、39.6%の機関が本部で学部・研究科（部局）を横断的に情報収集・把握する仕
組みがあり、学部・研究科（部局）で収集した情報を本部に伝達しており最終的に本部で情報を把
握している機関は 7.7%、また、学部・研究科（部局）で情報を収集・管理しており最終的に本部で
情報を把握していない機関は 47.3%である。 
研究開発法人においては、本部で学部・研究科（部局）を横断的に情報収集・把握する仕組み
がある機関は 34.6%と他の機関種と比べて最も低い。また、学部・研究科（部局）で収集した情報を
本部に伝達しており最終的に本部で情報を把握している機関の割合も 3.8%と最も低い。逆に、学
部・研究科（部局）で情報を収集・管理しており最終的に本部で情報を把握していない機関は
69.2%
88.9%
69.4%
55.6%
71.0%
68.4%
23.1%
11.1%
30.6%
44.4%
25.8%
30.3%
7.7%
3.2%
1.3%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
国立試験研究機関・
公設試験場
【N=13】
研究開発法人【N=9】
うち私立大学
【N=36】
うち公立大学
【N=9】
うち国立大学
【N=31】
大学全体【N=76】
転出する研究人材本人
転出する研究人材のグループ長・上司
無回答
6.5%
2.6%
15.4%
44.4%
25.0%
11.1%
41.9%
30.3%
53.8%
33.3%
27.8%
44.4%
9.7%
22.4%
23.1%
22.2%
47.2%
44.4%
41.9%
44.7%
7.7%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
国立試験研究機関・
公設試験場
【N=13】
研究開発法人【N=9】
うち私立大学
【N=36】
うち公立大学
【N=9】
うち国立大学
【N=31】
大学全体【N=76】
電子媒体（Webブラウザ、定型化されたExcelへの転出情報の記入等）での情報収集システムがある
転出に関する電子媒体の情報収集システムがなく、転出に関する定型フォーマット（記入書類（紙ベース
等））がある
転出に関する電子媒体の情報収集システム、定型フォーマットがなく、職員・教員による転出先に関する質
問項目（転出先組織、転出後の職階など）がある
転出に関する質問項目は定まっておらず、管理部門は転出先を関知しない
無回答
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57.7%と最も高い。一方、国立試験研究機関・公設試験場では、本部で学部・研究科（部局）を横
断的に情報収集・把握する仕組みがある機関は最も少なく 54.2%である。また、学部・研究科（部
局）で収集した情報を本部に伝達しており最終的に本部で情報を把握している機関は 4.2%、また、
学部・研究科（部局）で情報を収集・管理しており最終的に本部で情報を把握していない機関は
29.2%である。 
 
 ポストドクターの転出時の情報提出者  [b].
転出時の情報を提出する提出者は、大学全体では、研究人材本人が提出する機関は 68.4%で
あり、転出する研究人材のグループ長・上司が情報を提出している機関は 30.3%である。 
国立大学、私立大学は同様の傾向であり、本人が提出する機関が最も多く、約 7 割存在する。
また転出する研究人材のグループ長・上司が情報を提出している機関は約 3 割である。公立大学
では、転出する研究人材本人が提出する機関の割合が 55.6%と国立大学、私立大学と比べて低く、
グループ長・上司が情報を提出する機関の割合が 44.4%と高い。 
研究開発法人では、転出する研究人材本人が提出する機関が 88.9%と他の機関種と比べて最
も高く、グループ長・上司が情報を提出する機関の割合は 11.1%と低い。一方、国立試験研究機
関・公設試験場においては、国立大学とほぼ同様の傾向となっている。 
 
 ポストドクターの情報の収集方法  [c].
転出時の情報収集の方法の状況を見ると、大学全体では、転出に関する質問項目は定まって
おらず、管理部門は転出先を関知しない機関が 44.7%と最も多くを占める。次いで、転出に関する
電子媒体の情報収集システムがなく、定型フォーマット（紙ベース等）がある機関が 30.3%である。
転出に関する情報収集システム、定型フォーマットがなく、事務等による転出先に関する質問項目
がある機関は 22.4%を占める。 
国立大学では、公立大学、私立大学と比べて転出に関する電子媒体の情報収集システムがな
く、定型フォーマット（紙ベース等）がある機関が多く、41.9%を占める。また、6.5%ではあるが、電子
媒体での情報収集システムがある機関も存在する。一方、公立大学、私立大学では、大学全体と
概ね同様の傾向である。公立大学においては転出に関する情報収集システム、定型フォーマット
がなく、事務等による転出先に関する質問項目があるという機関がやや多く、44.4%を占める。 
研究開発法人では、転出に関する電子媒体の情報収集システムがなく、定型フォーマット（紙ベ
ース等）があるとする機関が 44.4%と多く、転出に関する質問項目は定まっておらず、管理部門は
転出先を関知しない機関の割合は 22.2%と低い。一方、国立試験研究機関・公設試験場では、
53.8%の機関が転出に関する情報収集システム、定型フォーマットがなく、事務等による転出先に
関する質問項目があると回答している。 
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3-2. 雇用している研究人材の転出時の情報収集の方法（規模別） 
研究人材の転出時の情報収集の方法について、機関種別（国立大学、公立大学、私立大学、
研究開発法人）および研究者の転出者数5の規模別（本務教員・研究者の転出者数が 0～9 名、
10～19 名、20～49 名、50 名以上で区分6）に集計を行った。 
まず、研究者の転出者数の規模別の構成について、機関種別に整理したものを図表 3-2-1 に
示す。大学全体では、転出者数が 0～9 名の規模の機関が全体の 54.5%を占めており、10～19 名
の規模の機関は 21.3%、20～49 名の規模の機関は 10.7%、50 名以上の規模の機関は 13.4%を占
める。国立大学では、転出者数が 50 名以上の機関が全体の 51.8%を占めており、次いで 10～19
名の規模の機関が 23.5%を占める。公立大学、私立大学では、0～9 名の規模の機関が約 61～
62%を占めており、10～19 名の規模の機関が約 20～21%を占める。一方、研究開発法人では、50
名以上の規模の機関が 36.0%、0～9 名、10～19 名の規模の機関もそれぞれ 28.0%、24.0%を占め
る。国立試験研究機関・公設試験場では、転出者数が 0～9 名の機関が大半（83.9%）を占め、10
～19 名の機関が 9.0%を占める。 
 
図表 3-2-1 転出者数の規模別構成（機関種別） 
 
  
                                              
5 各機関の本務研究者数は総務省の「平成 22 年科学技術研究調査」における各機関の本務研究者転出者数を用いた。 
6 本務研究者転出者数の規模別の区分方法は、後述の博士課程修了者数の規模別の区分（0-49 名、50-99 名、100-249 名、
250 名以上）の全体における割合が類似するよう、調整した。なお、博士課程修了者数の規模別の区分は、NISTEP REPORT 
No.126 『第 3 期科学技術基本計画のフォローアップに係る調査研究「大学・大学院の教育に関する調査」プロジェクト 第 2 部 
我が国の博士課程修了者の進路動向調査 報告書』2009 年 3 月で用いられている区分を踏襲した。 
83.9%
28.0%
61.8%
61.4%
10.6%
54.5%
9.0%
24.0%
21.1%
20.0%
23.5%
21.3%
5.8%
12.0%
10.4%
8.6%
14.1%
10.7%
1.3%
36.0%
6.7%
10.0%
51.8%
13.4%
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
国立試験研究機関・
公設試験場【N=155】
研究開発法人【N=25】
うち私立大学
【N=450】
うち公立大学
【N=70】
うち国立大学
【N=85】
大学全体【N=605】
0～9人 10～19人 20～49人 50人以上
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続いて、機関種別、転出研究者数規模別に転出時の情報収集の媒体の集計結果を図表 3-2-2
に示す。 
図表 3-2-2 転出時の情報収集の媒体（機関種別、転出者数規模別）[本務教員・研究者（ポストド
クターを除く）] 
 
 
【本務教員・研究者（ポストドクター除く）】 
大学全体では、本務教員・研究者（ポストドクターを除く）の転出情報について、情報収集をして
いない機関が全体の 37.5%を占めており、転出に関する情報収集システムや定型フォーマットがな
く、事務等による転出先に関する質問項目がある機関が 30.8%を占める。また、転出直後に関する
電子媒体の情報収集システムがなく、定型フォーマット（紙ベース等）がある機関は 22.5%であり、
電子媒体で情報収集をしている機関はわずかである。 
国立大学では、紙媒体で情報を収集している機関は 56.5%を占め、事務等が口頭で情報収集
をする機関が 26.1%を占める。また、情報収集をしていない機関は 8.7%と少ない。公立大学では、
紙媒体で情報を収集している機関が 26.2%を占め、事務等が口頭で情報収集をする機関は
26.2%、情報収集をしていない機関は 42.9%である。私立大学では、事務等が口頭で情報収集を
する機関が 32.6%を占め、紙媒体で情報収集をする機関が 15.0%にとどまっている。また、情報収
集をしていない機関は 42.3%を占める。一方、研究開発法人では、紙媒体で情報収集している機
関が最も多く 53.8%を占め、次いで事務等が口頭で情報収集をしている機関が 23.1%、電子媒体
で情報収集している機関は 7.7%、情報収集をしていない機関は 7.7%である。 
規模別に見ると、規模が大きくなるにつれて、本務教員・研究者（ポストドクターを除く）の情報を
収集している機関の割合が多くなっており、転出者数が 50 人以上の規模の機関が最も情報収集
している。また、紙媒体で情報収集している機関の割合も規模の増加に伴い増加していることがわ
かる。電子媒体で情報収集している機関は転出者数が 50 人以上の規模の機関に多いことも見て
とれる。 
本務教員・研究者（ポストドクターを除く）の人数が 0～9 人の機関では、情報収集をしていない
機関が全体の半数近く（45.9%）を占め、事務等が口頭で情報を収集している機関が 31.6%である。
また、紙媒体で情報収集する機関は 12.7%にとどまる。10～19 人の規模の機関では、情報収集を
していない機関が 33.3%であり、事務等が口頭で情報収集している機関が 36.1%である。また、紙
8.7%
7.7%
4.3%
0.6%
8.7%
53.8%
15.0%
26.2%
56.5%
22.5%
30.4%
23.1%
32.6%
26.2%
26.1%
30.8%
46.4%
7.7%
42.3%
42.9%
8.7%
37.5%
5.8%
7.7%
10.1%
4.8%
4.3%
8.6%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
国立試験研究機関・
公設試験場
【N=69】
研究開発法人【N=13】
うち私立大学
【N=227】
うち公立大学
【N=42】
うち国立大学
【N=46】
大学全体【N=315】
電子媒体（Webブラウザ、定型化されたExcelへの転出情報の記入等） での情報収集システムが
ある
転出直後に関する電子媒体の情報収集システムがなく、定型フォーマット（記入書類（紙ベース
等））がある
転出に関する情報収集システム、定型フォーマットがなく、事務等による転出先に関する質問項
目がある
情報収集をしていない
無回答
10.3%
2.8%
1.2%
56.4%
38.1%
20.8%
12.7%
20.5%
23.8%
36.1%
31.6%
5.1%
31.0%
33.3%
45.9%
7.7%
7.1%
6.9%
8.6%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
50人以上
【N=39】
20～49人
【N=42】
10～19人
【N=72】
0～9人
【N=244】
電子媒体（Webブラウザ、定型化されたExcelへの転出情報の記入等） での情報収集システムが
ある
転出直後に関する電子媒体の情報収集システムがなく、定型フォーマット（記入書類（紙ベース
等））がある
転出に関する情報収集システム、定型フォーマットがなく、事務等による転出先に関する質問項
目がある
情報収集をしていない
無回答
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媒体で情報収集する機関が 20.8%である。20～49 人の規模の機関では、紙媒体で情報収集をす
る機関が 38.1%を占め、事務等が口頭で情報収集している機関は 23.8%、情報収集をしていない
機関は 31.0%である。50 人以上の規模の機関では、紙媒体で情報収集をしている機関が 56.4%を
占め、事務等が口頭で情報収集をしている機関が 20.5%、情報収集をしていない機関は 5.1%にと
どまる。また、電子媒体で情報収集している機関が 10.3%存在することも特徴的である。 
 
【ポストドクター】 
次にポストドクターの転出に関する情報収集の媒体に関する集計結果を図表 3-2-2 に示す。 
 
図表 3-2-3 転出時の情報収集の媒体（機関種別、転出者数規模別） [ポストドクター] 
 
 
大学全体では、ポストドクターの転出情報について、情報収集をしていない機関が全体の 44.0%
を占めている。転出直後に関する電子媒体の情報収集システムがなく、定型フォーマット（紙ベース
等）がある機関は 30.7%を占め、転出に関する情報収集システムや定型フォーマットがなく、事務等
による転出先に関する質問項目がある機関が 22.7%である。電子媒体で情報収集をしている機関
はほんのわずかである。 
国立大学では、本務研究者の結果と異なり、情報収集をしていない機関が多く 41.9%を占める。
また、電子媒体で情報収集をしている機関は 6.5%あり、他の機関種では見られない。公立大学で
は、転出に関する情報収集システムや定型フォーマットがなく、事務等による転出先に関する質問
項目がある機関が多く 44.4%を占める。他の機関種では本務研究者の結果と大きな相違は見られ
ない。 
規模別に見ると、転出者数が 50 人以上の規模の機関においては、なんらかの形でポストドクター
の情報を収集している機関の割合は約 8 割に達し、それよりも規模の小さい機関では約 5 割程度
である。また、電子媒体で情報収集をしている機関は 50 人以上の規模の機関に限定されている。 
  
6.5%
2.7%
16.7%
50.0%
25.7%
11.1%
41.9%
30.7%
33.3%
37.5%
28.6%
44.4%
9.7%
22.7%
33.3%
12.5%
45.7%
44.4%
41.9%
44.0%
16.7%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
国立試験研究機関・
公設試験場
【N=6】
研究開発法人【N=8】
うち私立大学
【N=35】
うち公立大学
【N=9】
うち国立大学
【N=31】
大学全体【N=75】
電子媒体（Webブラウザ、定型化されたExcelへの転出情報の記入等） での情報収集システムが
ある
転出直後に関する電子媒体の情報収集システムがなく、定型フォーマット（記入書類（紙ベース
等））がある
転出に関する情報収集システム、定型フォーマットがなく、事務等による転出先に関する質問項
目がある
情報収集をしていない
無回答
7.4%
0.0%
0.0%
0.0%
51.9%
26.3%
17.6%
23.1%
18.5%
26.3%
29.4%
26.9%
22.2%
42.1%
52.9%
50.0%
5.3%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
50人以上
【N=27】
20～49人
【N=19】
10～19人
【N=17】
0～9人
【N=26】
電子媒体（Webブラウザ、定型化されたExcelへの転出情報の記入等） での情報収集システムが
ある
転出直後に関する電子媒体の情報収集システムがなく、定型フォーマット（記入書類（紙ベース
等））がある
転出に関する情報収集システム、定型フォーマットがなく、事務等による転出先に関する質問項
目がある
情報収集をしていない
無回答
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3-3. 雇用している研究人材の転出時の情報把握の状況 
転出時の本務教員・研究者（ポストドクターを除く）およびポストドクターの個別情報の把握状況を
機関種ごとに集計を行った結果を図表 3-3-1 に示す。 
 
図表 3-3-1 転出に関する情報把握の状況（転出研究者数での加重平均） 
 
 
（注）加重平均値は、調査項目毎に無回答機関を除外して算出している。 
 
【本務教員・研究者（ポストドクター除く）】 
図表 3-3-1 の左側の本務教員・研究者（ポストドクター除く）の転出時の情報についての把握状
況は、在籍時の情報把握に関する図表 2-1-1 と比較して全体的に把握率は低くなっている。大学
全体における本務研究者の転出時の情報のうち、機関本部にてデータベースで把握できているの
は、氏名、転出年月日、転出前の所属先にとどまっている。それ以外の項目については、情報収
集・データベースの項目となっておらず、機関本部で把握できていない状況である。また、この傾向
は、国立大学、公立大学、私立大学ともにほぼ同様である。 
一方、公的研究機関のうち、研究開発法人では、大学と比較して情報を把握している項目が多
く、氏名、転出年月日、転出前の所属先、転出先機関名の情報は、機関本部で把握できている。
また、転出先の所属先、転出先の職位、勤務地、電話番号やメールアドレス、住所といった連絡先
については、一部把握している。その他の個別情報は、情報収集・データベースの項目となってお
らず把握していない状況である。国立試験研究機関・公設試験場では、氏名、転出年月日、転出
前の所属先の情報は、一部把握にとどまっている。  
回答項目 配点 セルの色 
ほとんどデータベースで把握している（把握率95%以上） 3 2以上
過半数をデータベースで把握している（把握率50%～95%） 2 1以上2未満
データベースとしての把握率は50%未満である（把握率1%～50%） / 一部把握しているが、把握率が特定できない 1 1未満
情報収集・データベースの項目となっておらず、把握していない 0
機関区分
個別情報
2.52 2.68 2.36 2.38 2.45 1.60 2.61 2.62 2.61 2.60 2.14 2.80
2.49 2.68 2.13 2.35 2.47 1.60 2.59 2.62 2.61 2.50 2.18 2.80
2.19 2.33 2.17 2.04 2.48 1.52 2.34 2.18 2.61 2.67 2.18 2.80
0.29 0.42 0.13 0.18 2.17 1.22 0.28 0.38 0.00 0.12 1.62 1.12
0.05 0.03 0.10 0.06 1.94 1.02 0.00 0.00 0.00 0.00 1.62 0.00
0.04 0.03 0.06 0.05 1.90 1.07 0.00 0.00 0.00 0.00 1.60 0.00
0.11 0.19 0.06 0.04 0.82 1.02 0.11 0.17 0.00 0.00 1.39 0.00
0.07 0.10 0.03 0.04 0.82 0.81 0.06 0.10 0.00 0.00 1.39 0.00
0.07 0.11 0.03 0.04 1.28 0.19 0.00 0.00 0.01 0.00 1.65 0.00
0.02 0.00 0.09 0.04 0.00 0.26 0.00 0.00 0.01 0.00 0.00 0.00
電話番号 0.30 0.01 0.84 0.51 1.26 0.57 0.11 0.00 1.05 0.11 1.54 0.00
メールアドレス 0.12 0.01 0.87 0.13 1.25 0.90 0.08 0.00 1.05 0.00 1.54 0.00
住所 0.29 0.01 0.84 0.49 1.28 0.95 0.11 0.00 1.05 0.10 1.54 0.00
個人のウェブサイト 0.01 0.00 0.02 0.03 0.00 0.13 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
【本務教員・研究者（ポストドクターを除く）】
転出年月日
【ポストドクター】
大学全体
【N=315】 うち国立大学
【N=45】
うち公立大学
【N=42】
うち私立大学
【N=226】
研究開発法人
【N=13】
国立試験
研究機関・
公設試験場
【N=69】
大学全体
【N=75】 うち国立大学
【N=31】
うち公立大学
【N=9】
うち私立大学
【N=35】
研究開発法人
【N=8】
国立試験
研究機関・
公設試験場
【N=6】
氏名
（民間企業の場合）勤務地
（民間企業の場合）転出先の
産業分類
連絡先
転出前の所属先
（学部・研究科・グループ）
転出先機関名
転出先の所属先
（学部・研究科・グループ）
転出先の職位
（教授、准教授、部長など）
就業形態
（常勤・非常勤など）
（大学・公的研究機関の場合）
任期の有無
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【ポストドクター】 
図表 3-3-1 の右側のポストドクターの転出時の情報の把握状況については、有効回答機関数が
在籍情報と比較すると少ない。例えば、大学全体では、在籍情報については 315 機関が有効回答
であるのに対して、転出情報については 75 機関に過ぎなくなっている。 
左側の本務研究者の転出時の情報の把握状況と比較すると、大学については大きな違いは見ら
れない。一方、研究開発法人や国立試験研究機関・公設試験場については（有効回答機関数も
少ないことには注意が必要であるが、）ポストドクターの転出情報の方が把握率は全体的に高くなっ
ている。大学全体におけるポストドクターの転出時の情報のうち、氏名、転出年月日、転出前の所
属先については、機関本部においてデータベースとして把握できている状況である。その他の項目
については、情報収集・データベースの項目となっておらず、機関本部で把握できていない状況で
ある。 
 
3-4. 雇用している研究人材の転出時の情報収集の傾向と特徴 
図表 3-4-1 では、機関種別、研究者の転出者数規模別、氏名・転出先機関名の把握の状況別
に、本務研究者の転出後の情報収集媒体の内訳を整理した。国立大学において、情報の把握率
の高い機関は転出者数規模が 10～19 人の機関が最も多い。これらの機関では定型フォーマット
（紙ベース等）を活用して情報収集をしているものが大半となっている。一方、転出者数が 50 人以
上の規模の機関においては、一部把握もしくは把握率が特定できないとするものが多く、定型フォ
ーマット（紙ベース等）を活用して情報収集をしているものが大半を占める。 
公立大学においては、把握率の高い機関は転出者数が 0～9 人の規模の機関であり、電子媒
体の情報収集システムおよび定型フォーマットがなく、事務等による転出先に関する質問項目があ
るというものが多い。一方、私立大学においても把握率の高い機関は、転出者数が 0～9 人の規模
の機関であり、電子媒体の情報収集システムおよび定型フォーマットがなく、事務等による転出先
に関する質問項目があるというものが多い。 
研究開発法人においては、半数以上データベースで把握している（把握率の高い）機関は、転
出者数が 50 以上の規模の機関であり、電子媒体の情報収集システムを活用している機関、定型フ
ォーマットを活用している機関が多い。 
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図表 3-4-1 転出に関する情報収集媒体（機関種別、転出者数規模別、氏名・転出先機関名の把
握状況別） 
 
  
電子媒体（Webブラウザ、定型化されたExcelへの転出情報の記入等） での情報収集システムがある 転出直後に関する電子媒体の情報収集システムがなく、
定型フォーマット（記入書類（紙ベース等））がある
転出に関する情報収集システム、定型フォーマットがなく、
事務等による転出先に関する質問項目がある
転出に関する質問項目は定まっておらず、管理部門は転出先を関知しない
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把握率の高い機関のうち、紙媒体で情報を収集している機関の調査票の特徴は下記の通りで
ある。 
 必要最低限の項目（氏名、退職後の就職先および職名、退職後の必要書類等の送
付先等）を設け、回答者の記入の負担を軽減させている（大学（10-19 名）、公的研究
機関（20-49 名）） 
 調査票の下部に個人情報の取り扱い目的を記載している（国立大学（20-49 名）） 
 機関長宛の退職届フォーマットを用意することにより、退職する際に本フォームを届け
出ることを規則化している（大学（10-19 名）、大学（50 名以上）） 
 調査票の下部に、書類内容の「確認欄」として、研究科長や教授等の押印欄を設け
ている。（大学（10-19 名）、大学（50 名以上）） 
 
一部把握にとどまる機関のうち、紙媒体で情報収集している機関の調査票の特徴は下記の通り
である。 
 個人情報の取り扱いに関する記載がない。 
 記入する項目が多く、回答者に負担が発生している。 
 
研究者の転出後の進路情報を収集する具体的な方法や収集画面・調査票について、これまで
横断的かつ詳細に整理・分析されたものは存在していない。本調査において、本務研究者の転出
時の進路情報の把握率の高い機関の情報収集方法が明らかになった。 
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第4章 在籍する博士課程学生に関する情報把握の状況 
4-1. 在籍する博士課程学生に関する情報把握 （機関種別） 
在籍時の博士課程学生に関する情報把握の状況を大学全体、国立大学、公立大学、私立大
学ごとに集計を行った。各回答機関における博士課程在籍者数の加重平均の結果を図表 4-1-1
に示す。 
大学全体における博士課程学生の在籍時の情報のうち、氏名や性別等のプロフィール情報、
学歴、入学年度、所属情報、学籍番号、奨学金情報、履修情報、成績、所属ゼミ・指導教員につ
いては、機関本部において概ねデータベースとして把握できている状況であることが分かる。一方
で、学位論文、機関内のメールアドレス、学生の自己申告によるメールアドレスといった情報につい
ては、一部の把握にとどまっている。 
大学のうち、国立大学、私立大学と比べて、公立大学は全体的に把握率が低い状況である。国
立大学においては、氏名や性別等のプロフィール情報、入学年度、所属情報、学籍番号、奨学金
情報、履修情報、成績、電話番号の情報は、機関本部においてデータベースにて半数以上が把
握できていることがわかる。一方、学歴、所属ゼミ・指導教員、学位論文、機関内のメールアドレス、
学生の自己申告によるメールアドレスの情報は、一部把握にとどまっている。また、所属学会、研究
分野、日本学術振興会（JSPS）の特別研究員の情報、機関ドメインの個人のウェブサイトについて
は、情報収集・データベースの項目になっておらず、把握できていないという状況である。私立大学
については国立大学の傾向とほぼ同じ状況である。 
 
図表 4-1-1 在籍する博士課程学生の情報把握の状況（博士課程在籍者数での加重平均） 
 
 
（注）加重平均値は、調査項目毎に無回答機関を除外して算出している。 
回答項目 配点 セルの色 
ほとんどデータベースで把握している（把握率95%以上） 3 2以上
過半数をデータベースで把握している（把握率50%～95%） 2 1以上2未満
データベースとしての把握率は50%未満である（把握率1%～50%） / 一部把握しているが、把握率が特定できない 1 1未満
情報収集・データベースの項目となっておらず、把握していない 0
機関区分 機関区分
氏名 2.94 2.99 2.64 2.82 2.55 2.62 1.96 2.46
性別 2.93 2.99 2.61 2.81 2.04 1.96 1.97 2.29
国籍 2.75 2.87 2.14 2.49 0.04 0.01 0.00 0.13
生年月日 2.93 2.99 2.64 2.82 0.35 0.28 0.35 0.56
2.02 1.90 1.70 2.45 0.86 0.78 0.57 1.16
2.93 2.99 2.64 2.81 1.67 1.70 1.28 1.65
学部・学科 2.78 2.87 1.98 2.71 0.14 0.08 0.09 0.34
専攻 2.92 2.98 2.54 2.82 電話番号 2.58 2.53 2.47 2.77
2.93 2.99 2.64 2.81 機関内のメールアドレス 1.77 1.65 1.72 2.13
2.17 2.22 1.44 2.16
学生の自己申告に
よるメールアドレス
（民間プロバイダを
含む）
1.32 1.42 1.08 1.04
2.37 2.33 2.48 2.45 機関のドメイン内の個人のウェブサイト 0.04 0.02 0.04 0.10
学歴（学部生の場合は出身高校） 日本学術振興会（JSPS）の特別研究員（DC）の情報
入学年度
学位論文
（博士論文・修士論文・学士（卒
業）論文）
所属情報
学術論文
（博士論文・修士論文・学士（卒
業）論文は除きます。）
連絡先
学籍番号
日本学生支援機構（JASSO）の
奨学金情報
履修情報
うち国立大学
【N=75】
うち公立大学
【N=42】
うち私立大学
【N=230】
個別情報 個別情報
プロフィール
成績
所属ゼミ・指導教員
所属学会
研究分野
 大学全体
【N=34７】 うち国立大学
【N=75】
うち公立大学
【N=42】
うち私立大学
【N=230】
 大学全体
【N=34７】
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4-2. 在籍する博士課程学生に関する情報把握 （規模別） 
機関に所属している博士課程在籍者数の規模別（博士課程修了者数が 0～49 名、50～99 名、
100～249 名、250 名以上で区分）に、氏名、電話番号、機関内のメールアドレス、学生の自己申告
によるメールアドレスの情報の把握状況について集計を行った。 
まず、機関に所属している博士課程在籍者数の規模別の構成について、機関種別の博士課程
在籍者数の規模別の割合を図表 4-2-1 に示す。大学全体では、博士課程在籍者数が 0～49 人
の規模の機関が全体の 56.8%を占めており、50～99 人の規模の機関は 11.2%、100～249 人の規
模の機関は 15.9%、250 人以上の規模の機関は 16.1%を占めている。国立大学では、博士課程在
籍者数が 250 人以上の機関が全体の 50.7%を占めており、100～249 名の規模の機関が 36.0%を
占める。100 人未満の規模の機関は 13.3%に過ぎない。公立大学では、0～49 名の規模の機関が
59.5%を占めており、50～99 名の規模の機関が 16.7%を占める。私立大学では、0～49 名の規模
の機関が全体の 72.2%を占め、50～99 名の規模の機関が 12.2%、100～249 名の規模の機関が
10.4%、250 名以上の規模の機関は 5.2%にすぎない。 
 
図表 4-2-1 博士課程在籍者数の規模別構成（機関種別） 
 
 
  
72.2%
59.5%
8.0%
56.8%
12.2%
16.7%
5.3%
11.2%
10.4%
9.5%
36.0%
15.9%
5.2%
14.3%
50.7%
16.1%
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
うち私立大学
【N=230】
うち公立大学
【N=42】
うち国立大学
【N=75】
大学全体【N=347】
0‐49人 50‐99人 100‐249人 250人以上
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続いて、氏名、電話番号、機関内のメールアドレス、学生の自己申告によるメールアドレスの情
報の把握状況について、規模別の集計結果を図表 4-2-2 に示す。 
 
図表 4-2-2 在籍する博士課程学生の項目別情報把握の状況（博士課程在籍者数の規模別） 
 
 
【在籍情報：氏名、電話番号】 
氏名について、規模によらず、約 9 割の機関が、ほぼ全ての博士課程学生の情報を機関本部に
てデータベースで把握できている。電話番号についても同様の状況であり、規模にかかわらず、8
割近くの機関が、機関本部にてデータベースで把握できている。規模が大きくなるほど、把握率は
下がる傾向にある。 
 
【在籍情報：機関内のメールアドレス】 
機関内のメールアドレスは、規模によらず 6～7 割近くの機関が、ほぼ全ての博士課程学生の情
報を機関本部にてデータベースで把握できている。また、2 割以上の機関が情報収集・データベー
スの項目となっておらず、把握していない状況である。 
 
【在籍情報：学生の自己申告によるメールアドレス】 
学生の自己申告によるメールアドレスは、上記の 3 種類の情報と比較すると、把握率は低い。規
1.8% 0.3%3.0% 5.1%
1.8%
3.6%
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7.7%
5.5% 1.7%1.0%
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95.9%
87.2% 89.1%
96.4% 93.9%
0%
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40%
50%
60%
70%
80%
90%
100%
0‐49名【N=197】 50‐99名【N=39】 100‐249名【N=55】 250名以上【N=56】 全体【N=347】
【氏名】
1.8% 0.3%4.6% 5.1%
3.6% 5.4% 4.6%
1.0%
7.7% 7.3% 7.1% 3.7%
3.0%
2.6% 7.3%
14.3%
5.5%
91.4%
84.6% 80.0%
73.2%
85.9%
0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%
100%
0‐49名【N=197】 50‐99名【N=39】 100‐249名【N=55】 250名以上【N=56】 全体【N=347】
【電話番号】
0.5% 2.6% 3.6% 1.2%
21.8% 15.4%
23.6% 26.8% 22.2%
2.5% 15.4%
3.6% 5.4%
4.6%2.5%
5.1%
3.6% 1.8%
2.9%
72.6%
61.5% 65.5% 66.1% 69.2%
0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%
100%
0‐49名【N=197】 50‐99名【N=39】 100‐249名【N=55】 250名以上【N=56】 全体【N=347】
【機関内のメールアドレス】
3.6% 0.6%
38.6% 38.5%
36.4%
28.6%
36.6%
17.8%
33.3%
20.0%
26.8%
21.3%
13.7%
12.8%
9.1%
28.6% 15.3%
29.9%
15.4%
30.9%
16.1%
26.2%
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0‐49名【N=197】 50‐99名【N=39】 100‐249名【N=55】 250名以上【N=56】 全体【N=347】
【学生の自己申告によるメールアドレス】
ほとんどデータベースで把握している（把握率95％以上）
半数以上データベースで把握している（把握率50％～95％）
一部把握しているが、把握率が特定できない
情報収集・データベースの項目となっておらず、把握していない
無回答
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模によらず、情報収集・データベースの項目となっておらず把握していない機関が 3～4 割を占める。
250 名以上の規模の機関では、本部がほとんどデータベースとして把握している機関は 2 割に満た
ないが、100～249 名の規模の機関、0～49 名の規模の機関では約 3 割存在し、規模により大きく
異なることが分かる。 
 
4-3. 在籍する博士課程在籍学生に関する情報更新、研究分野の把握 
在籍情報のうち、学生の連絡先の更新の仕組み、研究分野の分野分類について機関種別に集
計した結果を図表 4-3-1 に示す。 
 
図表 4-3-1 在籍する博士課程学生の情報把握（連絡先更新、研究分野の分類） 
 【学生の連絡先を更新する仕組み】             【研究分野の分類】  
 
 
【学生の連絡先の更新の仕組み】 
大学全体では、59.7%の機関が学生の連絡先を更新・促す仕組みがないという状況であり、更
新を促す仕組みがあるのは残りの約 4 割である。一年に一度以上の頻度で最新の連絡先の提出
を依頼しているのは 15.1%である。健康診断時の書類などから自動更新を行うような仕組みがある
機関は 2.1%である。学生への更新依頼など積極的に更新を促すような仕組みがある機関は 21.8%
である。 
国立大学においては、学生の連絡先を更新・促す仕組みがない機関割合は大学全体とほぼ同
様であるが、一年に一度以上の頻度で最新の連絡先の提出を依頼しているのは 6.5%にすぎない。
学生への更新依頼など積極的に更新を促すような仕組みがある機関は 32.5%である。一方、公立
大学では学生の連絡先を更新・促す仕組みがないとする機関が 78.4%を占める。私立大学では、
一年に一度以上の頻度で最新の連絡先の提出を依頼しているのは 19.5%と他と比べて最も高い。 
 
【研究分野の分野分類】 
研究分野の分野分類として使用しているものについて、大学全体では、学校基本調査の分野分
類を使用している機関が 39.7%を占め、科研費の分野分類を使用している機関は 11.9%である。ト
ムソン・ロイターの分野分類を使用している機関は 0.3%とわずかである。また、これら以外の分野分
19.5%
5.9%
6.5%
15.1%
3.1%
2.1%
20.2%
13.7%
32.5%
21.8%
56.0%
78.4%
59.7%
59.7%
1.2%
2.0%
1.3%
1.3%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
うち私立大学
【N=257】
うち公立大学
【N=51】
うち国立大学
【N=77】
大学全体【N=385】
一年に一度以上の頻度で最新の連絡先の提出を依頼
自動更新の仕組みがある（一年に一度以上の頻度で健康診断時の書類などから転記）
更新を促す仕組みがある（学生への更新依頼など、積極的に更新を促す機会がある。）
更新・促す仕組みはない（学生からの申し出がない限り、入学・進学時の連絡先を継続使用）
無回答
43.6%
29.4%
33.8%
39.7%
10.5%
19.6%
11.7%
11.9%
0.4%
0.3%
33.9%
37.3%
40.3%
35.6%
11.7%
13.7%
14.3%
12.5%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
うち私立大学
【N=257】
うち公立大学
【N=51】
うち国立大学
【N=77】
大学全体【N=385】
学校基本調査の分野分類
科研費の分野分類
トムソン・ロイターの分野分類
その他
無回答
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類を用いている機関は 35.4%存在する。 
国立大学においては、他と比較して、その他の分野分類を使用する機関割合が高く、40.3%を
占める。一方、公立大学においては、科研費の分野分類を使用している機関が国立大学、私立大
学より高く、19.6%を占める。私立大学においては、学校基本調査の分野分類を使用している機関
が国立大学、公立大学より高く、43.6%を占める。 
国立大学、公立大学、私立大学ともに 3～4 割程度の機関が学校基本調査の分野分類や科研
費の分野分類以外を使用しており、ReaD&Researchmap の分野分類、科学技術研究調査（総務
省）の分野分類、大学独自の研究領域によって分類などが多く挙げられた。 
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第5章 博士課程修了直後の進路に関する情報把握の状況 
5-1. 博士課程修了直後の進路に関する情報収集の方法（機関種別） 
博士課程修了直後の進路に関する情報収集の方法について、機関種別（国立大学・公立大
学・私立大学）に集計を行った。情報収集体制を図表 5-1-1 に、情報収集方法を図表 5-1-2 に示
す。 
 
図表 5-1-1 博士課程修了直後の進路に関する情報収集体制（機関種別） 
 
図表 5-1-2 博士課程修了直後の進路に関する情報収集方法（機関種別）  
【事務部門への情報提出者】              【情報収集の媒体】 
 
 博士課程修了直後の進路に関する情報の収集体制  [a].
大学全体では、最終的に大学本部で博士課程修了直後の進路情報を把握している割合は、大
学全体の 81.5%を占めている。この内訳としては 63.6%が大学本部で、学部・研究科（部局）を横断
した情報収集体制があり、残る 17.9%は、学部・研究科が収集した情報を最終的に本部で把握す
る体制となっている。また、学部・研究科で情報を収集・管理しており、最終的に本部で情報を把握
していないのは 17.1%である。 
国立大学においては、公立大学、私立大学と比べて、最終的に大学本部で修了直後の進路情
64.2%
72.5%
55.8%
63.6%
14.8%
9.8%
33.8%
17.9%
19.1%
17.6%
10.4%
17.1%
1.9%
1.3%
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
私立大学【N=257】
公立大学【N=51】
国立大学【N=77】
大学全体【N=385】
本部で学部・研究科を横断的に情報を収集・把握する仕組みがある
原則として、学部・研究科で収集した情報を本部に伝達しており、最終的に本部で情報を把握している
原則として、学部・研究科で情報を収集・管理しており、最終的に本部で情報を把握していない
無回答
83.6%
86.5%
79.1%
83.3%
12.7%
10.8%
20.9%
13.9%
3.6%
2.7%
2.9%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
うち私立大学
【N=165】
うち公立大学
【N=37】
うち国立大学
【N=43】
大学全体【N=245】
卒業生本人
卒業生の指導教員・セミナー等の担当教員
無回答
20.6%
8.1%
39.5%
22.0%
55.8%
67.6%
58.1%
58.0%
12.7%
10.8%
10.2%
4.2%
13.5%
4.9%
6.7%
2.3%
4.9%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
うち私立大学
【N=165】
うち公立大学
【N=37】
うち国立大学
【N=43】
大学全体【N=245】
電子媒体（Webブラウザ、定型化されたExcelへの転出情報の記入等）での情報収集システムがある
卒業直後に関する電子媒体の情報収集システムがなく、定型フォーマット（記入書類（紙ベース等））がある
卒業直後に関する情報収集システム、定型フォーマットがなく、事務等による転出先に関する質問項目がある
情報収集をしていない
無回答
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報を把握している割合は高く 89.6%を占めている。学部・研究科で情報を収集・管理しており、最終
的に本部で情報を把握していない機関の割合は相対的に低く 10.4%となっている。 
一方、公立大学では、72.5%の機関が本部で学部・研究科を横断的に情報収集・把握する仕組
みがあり、学部・研究科で収集した情報を本部に伝達し最終的に本部で情報を把握している機関
は 10.0%に満たない。また、学部・研究科で情報を収集・管理しており、最終的に本部で情報を把
握していない機関は 17.6%である。 
私立大学では、64.2%の機関が本部で学部・研究科を横断的に情報収集・把握する仕組みが
あり、学部・研究科で収集した情報を本部に伝達しており、最終的に本部で情報を把握している機
関は 14.8%、また、学部・研究科で情報を収集・管理しており、最終的に本部で情報を把握してい
ない機関は 19.1%である。 
 
 博士課程修了直後の進路に関する情報提出者  [b].
博士課程修了直後の進路に関する情報提出者について、大学全体でみると卒業生本人が提
出する機関は 83.3%であり、卒業生の指導教員・セミナー等の担当教員が情報を提出している機
関は 13.9%である。 
国立大学では、公立大学、私立大学と比べて、卒業生の指導教員・セミナー等の担当教員が情
報を提出している機関が多く（20.9%）、卒業生本人が提出する機関は 79.1%である。公立大学で
は、卒業生本人が提出する機関が 86.5%と国立大学、私立大学と比べて高く、私立大学では
81.6%である。 
 
 博士課程修了直後の進路に関する情報収集媒体  [c].
博士課程修了直後の進路に関する情報収集媒体の状況を見ると、大学全体では、電子媒体で
の情報収集システムがあるのは 22.0%あり、卒業直後に関する電子媒体の情報収集システムがなく、
定型フォーマット（（紙ベース等）があるのは 58.0%である。転出に関する情報収集システム、定型フ
ォーマットがなく、事務等による転出先に関する質問項目がある機関は 10.2%である。 
国立大学では、公立大学、私立大学と比べて電子媒体での情報収集システムがある機関が多く、
39.5%存在する。また、卒業直後に関する電子媒体の情報収集システムがなく、定型フォーマット
（紙ベース等）がある機関は 58.0%を占める。 
一方、公立大学では、他と比べて、卒業直後に関する電子媒体の情報収集システムがなく、定
型フォーマット（紙ベース等）がある機関が多く、67.6%存在する。また、電子媒体での情報収集シ
ステムがある機関は最も少ない（8.1%）。 
私立大学では、他と比べると大きな特徴はないが、電子媒体での情報収集システムがある機関
は 20.6%、卒業直後に関する電子媒体の情報収集システムがなく、定型フォーマット（紙ベース等）
があるのは 55.8%、転出に関する情報収集システム、定型フォーマットがなく、事務等による転出先
に関する質問項目があるのは 12.7%である。 
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5-2. 博士課程修了直後の進路に関する情報収集の方法（規模別） 
博士課程修了直後の進路に関する情報収集の方法について、機関種別（国立大学、公立大学、
私立大学）および機関の博士課程在籍者数の規模別7（博士課程在籍者数が 0～49 名、50～99
名、100～249 名、250 名以上で区分）に集計したものを図表 5-2-1 に示す。 
 
図表 5-2-1 博士課程修了直後の進路に関する情報収集媒体（機関種別、在籍者数規模別） 
 
 
大学全体では、電子媒体での情報収集システムがなく、定型フォーマット（紙ベース等）がある機
関が 58.6%を占め、電子媒体（Web ブラウザ、定型かされた Excel へ卒業後の情報の記入等）での
情報収集システムがある機関が 23.0%、転出に関する情報収集システムおよび定型フォーマットが
なく、事務等による卒業後の情報に関する質問項目がある機関が 9.5%、情報収集をしていない機
関が 4.1%と 1 割に満たない状況である。 
国立大学では、電子媒体で情報を収集している機関は 40.5%を占め、紙媒体で情報収集して
いる機関は 57.1%を占める。公立大学では、電子媒体で情報を収集している機関は 10.0%にとどま
り、紙媒体で情報を収集している機関が 66.7%を占める。また、事務等が口頭で情報収集をする機
関は 13.3%あり、情報収集をしていない機関は 10.0%存在する。私立大学では、紙媒体で情報収
集をする機関が全体の 57.3%を占めており、電子媒体で情報収集する機関が 20.7%である。また、
事務等が口頭で情報収集をする機関が 11.3%の状況である。 
在籍者数規模にかかわらず、紙媒体で情報収集する機関が全体の半数以上を占めている。250
人以上の規模を除いて、規模が大きくなるにつれて、電子媒体で情報収集する機関が多くなる傾
向にある。また、規模が大きくなるにつれて、電子媒体や紙媒体を活用して情報収集している機関
割合が多くなっている。 
規模別に整理すると、博士課程在籍者数が 0～49 人の機関では、紙媒体で情報収集する機関
が全体の 60.9%を占め、電子媒体で情報収集する機関が 15.2%にとどまる。また、事務等が口頭で
                                              
7 博士課程修了者数の規模別の区分は、NISTEP REPORT No.126 『第 3 期科学技術基本計画のフォローアップに係る調
査研究 「大学・大学院の教育に関する調査」プロジェクト 第 2 部 我が国の博士課程修了者の進路動向調査 報告書』2009
年 3 月  で用いられている区分を踏襲した。 
20.7%
10.0%
40.5%
23.0%
57.3%
66.7%
57.1%
58.6%
11.3%
13.3%
9.5%
4.0%
10.0%
4.1%
6.7%
2.4%
5.0%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
うち私立大学
【N=150】
うち公立大学
【N=30】
うち国立大学
【N=42】
大学全体【N=222】
電子媒体（Webブラウザ、定型化されたExcelへの転出情報の記入等） での情報収
集システムがある
卒業直後に関する電子媒体の情報収集システムがなく、
定型フォーマット（記入書類（紙ベース等））がある
卒業直後に関する情報収集システム、定型フォーマットがなく、
事務等による転出先に関する質問項目がある
情報収集をしていない
無回答
34.6%
44.4%
22.7%
15.2%
61.5%
47.2%
59.1%
60.9%
2.8%
4.5%
13.8%
3.8%
5.6%
9.1%
2.9%
4.5%
7.2%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
250人以上
【N=26】
100～249人
【N=36】
50～99人
【N=22】
0～49人
【N=138】
電子媒体（Webブラウザ、定型化されたExcelへの転出情報の記入等） での
情報収集システムがある
卒業直後に関する電子媒体の情報収集システムがなく、
定型フォーマット（記入書類（紙ベース等））がある
卒業直後に関する情報収集システム、定型フォーマットがなく、
事務等による転出先に関する質問項目がある
情報収集をしていない
無回答
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情報収集する機関は、13.8%にのぼる。50～99 人の規模の機関では、紙媒体で情報収集する機
関が 59.1%を占め、電子媒体で情報収集する機関が 22.7%を占める。100～249 人の規模の機関
では、電子媒体で情報収集をする機関が 44.4%にのぼり、紙媒体で情報収集する機関は、47.2%
である。250 人以上の規模の機関では、電子媒体で情報収集する機関が 34.6%にとどまり、紙媒体
で情報収集する機関は、61.5%を占める状況である。電子媒体で情報収集をしている機関が最も
多いのは、100～249 人の規模の大学であり、それ以上の規模（250 人以上）の大学では、電子媒
体で情報収集をする機関が減少する。 
電子媒体にて情報収集している機関の割合をみると、規模が大きくなるにつれて割合は大きくな
るが、250 人以上の規模になると、紙媒体を活用する割合が電子媒体を活用する割合を逆転して
いることがわかる。これについては電子媒体を活用するシステム導入が、大学全体としてまだまだ進
んでいないという解釈もできる。一方で、大規模な大学は各学部や研究科といった単位で事務局
が学生を管理している実態から、情報を収集する際も紙媒体を活用するのが効率的であるという考
えにより、このような状況になっているということも考えられる。 
 
5-3. 博士課程修了直後の進路に関する情報把握の状況 
博士課程修了直後の進路に関して、個別項目の把握状況を大学全体、国立大学、公立大学、
私立大学ごとに集計した結果を図表 5-3-1 に示す。 
 
図表 5-3-1 博士課程修了直後の進路情報の把握状況（博士課程在籍者数での加重平均） 
 
 
回答項目 配点 セルの色 
ほとんどデータベースで把握している（把握率95%以上） 3 2以上
過半数をデータベースで把握している（把握率50%～95%） 2 1以上2未満
データベースとしての把握率は50%未満である（把握率1%～50%） / 一部把握しているが、把握率が特定できない 1 1未満
情報収集・データベースの項目となっておらず、把握していない 0
                         機関区分
2.77 2.69 2.67 2.89
2.58 2.69 2.59 2.44
2.04 2.39 1.67 1.67
進学先 2.11 2.36 1.75 1.85
学部・研究科 1.86 2.30 0.57 1.56
課程 1.60 1.86 0.45 1.51
学科（系）・専攻（系） 1.37 1.45 0.45 1.47
就職先機関名称 2.13 2.42 1.81 1.81
雇用形態（正規雇用・非正規雇用、常勤・非常勤） 1.68 1.87 1.30 1.51
（大学・公的研究機関の場合は）任期の有無 0.60 0.75 0.36 0.47
就職先の産業分類 1.98 2.24 1.76 1.68
（その後連絡のとれるような）電話番号 1.22 1.26 0.50 1.34
（その後連絡のとれるような）メールアドレス 0.98 1.18 0.41 0.83
住所 1.09 1.03 0.39 1.35
卒業年度
進路に関する情報
進学情報
就職情報
連絡先
氏名
大学全体
【N=222】 うち国立大学【N=42】
うち公立大学
【N=30】
うち私立大学
【N=150】個別情報
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大学全体（国立大学、公立大学、私立大学）における博士課程修了直後の進路に関する情報の
うち、氏名、卒業年度、進路に関する情報、進学先、就職先機関名称の情報は、機関本部でデー
タを把握している状況である。進学先の学部・研究科、課程、学科・専攻、就職先における雇用形
態、就先の産業分類、その後連絡のとれるような電話番号、住所情報については、一部把握にとど
まる。就職情報のうち、大学・公的研究機関に就職した場合の任期の有無、その後連絡のとれるよ
うなメールアドレスの情報は、情報収集・データベースの項目となっておらず、機関本部で把握して
いない状況である。 
国立大学、私立大学と比べて、公立大学は全体的に把握率が低い状況となっており、これは在
籍時の情報（図表 4-1-1）と同様の傾向である。また、国公私立大学ともに、就職情報のうち、大学・
公的研究機関に就職した場合の任期の有無の情報は、機関本部で把握していない。また、在籍
時の情報（図表 4-1-1）と比べて、私立大学は国立大学よりも把握率の良い項目が多い。 
また、図表 5-3-1 において、学校基本調査において収集する項目（氏名、進学先、学部/研究科、
就職先機関名、就職先の産業分類）を取り出し、機関種別、機関の博士課程修了者数の規模別
に集計したものを図表 5-3-2 に示す。ここでは、学校基本調査において収集する項目の各項目に
ついての情報把握率を機関ごとに平均化し、その値を用いて集計を行った。 
 
図表 5-3-2 学校基本調査に関連する情報把握の状況（機関種別、博士課程在籍者数規模別） 
（氏名、進学先、学部/研究科、就職先機関名、就職先の産業分類）の把握率  
 
 
次に、学校基本調査で収集するような修了後の情報（氏名、進学先、学部 /研究科、就職先機
関名、就職先の産業分類）の把握状況について国立大学、私立大学は公立大学に比べて情報の
把握率が高い。国立大学では、平均点が 2～3 点の機関はおよそ 69.0%を占めており、平均点が 1
～2 点のは 19.0%である。 
規模別に見ると、0～49 人の規模の機関、100～249 人の規模の機関は平均点が 2～3 点の機関
割合が高く、約 7 割を占める。一方 50～99 人の規模の機関では平均点が 2～3 点の割合が他の
規模と比べて低く 5 割に満たない。250 人以上の規模の機関では、50.0%が平均点が 2～3 点とな
っている。 
 
66.7%
46.7%
69.0%
64.4%
12.7%
13.3%
19.0%
14.0%
19.3%
33.3%
11.9%
19.8%
1.3%
6.7%
1.8%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
うち私立大学
【N=150】
うち公立大学
【N=30】
うち国立大学
【N=42】
大学全体【N=222】
平均点が2.0～3.0 平均点が1.0～2.0 平均点が0～1.0 無回答
50.0%
72.2%
40.9%
68.8%
30.8%
13.9%
22.7%
9.4%
15.4%
13.9%
36.4%
19.6%
3.8%
2.2%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
250人以上
【N=26】
100～249人
【N=36】
50～99人
【N=22】
0～49人
【N=138】
平均点が2.0～3.0 平均点が1.0～2.0 平均点が0～1.0 無回答
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5-4. 博士課程修了直後の進路に関する情報把握の傾向と特徴 
ここでは、大学機関種別（国立大学、公立大学、私立大学別）、情報の把握状況別に、博士課
程修了直後の進路情報の把握について、詳細に把握するために整理分析を行った。図表 5-4-1
では、機関種別、博士課程在籍者数規模別に、学校基本調査で収集するような修了後の情報
（氏名、進学先、学部/研究科、就職先機関名、就職先の産業分類）についての把握の状況別に、
博士課程学生の卒業後の情報収集方法の内訳を整理した。 
 
図表 5-4-1 博士課程修了直後の情報把握媒体（機関種別、在籍者数規模別、把握状況別） 
 
  
電子媒体（Webブラウザ、定型化されたExcelへの転出情報の記入等）での情報収集システムがある 卒業直後に関する電子媒体の情報収集システムがなく、定型フォーマット（記入書類）がある
転出に関する情報収集システム、定型フォーマットがなく、事務等による転出先に関する質問項目がある 情報収集をしていない
1
6
3
1 1
1
1 1
0
5
10
15
0～49人 50～99人 100～249人 250人以上
公立大学 （平均点が2.0～3.0）
15
58
1
17
5 20
20
40
60
80
100
0～49人 50～99人 100～249人 250人以上
私立大学 （平均点が2.0～3.0）
1 2
1
1
0
5
10
15
0～49人 50～99人 100～249人 250人以上
国立大学 （平均点が1.0～2.0）
12
5
1
1
4
2 3
0
5
10
15
0～49人 50～99人 100～249人 250人以上
私立大学 （平均点が1.0～2.0）
11 1
3
0
5
10
15
0～49人 50～99人 100～249人 250人以上
国立大学 （平均点が0～1.0）
1 1
1
5
1 10
5
10
15
0～49人 50～99人 100～249人 250人以上
公立大学 （平均点が0～1.0）
2 2
7
1
1
6
2
2
2
0
5
10
15
0～49人 50～99人 100～249人 250人以上
私立大学 （平均点が0～1.0）
3
9
5
1
2
7
4
0
5
10
15
0～49人 50～99人 100～249人 250人以上
国立大学 （平均点が2.0～3.0）
1
1
10
5
10
15
0～49人 50～99人 100～249人 250人以上
公立大学 （平均点が1.0～2.0）
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国立大学においては、情報の把握率の高い機関は 100～249 人、250 人以上の規模の機関に
多く、これらの機関では電子媒体もしくは定型フォーマット（紙ベース等）を活用して情報収集をして
いる。やや後者（電子媒体の情報収集システムがなく、定型フォーマット（紙ベース等）がある）の方
が多い。 
公立大学においては、把握率の高い機関と把握率の低い機関で概ね二分されており、把握率
の高い機関では、定型フォーマット（紙ベース等）を活用した情報収集を行っているものが大半であ
る。一方、私立大学では、博士課程在籍者数の規模が大きくなるにつれて、把握率の高い機関の
割合が増加する傾向にある。また、0～49 人の規模で把握率の高い機関では、紙ベース等の定型
フォーマットを活用した情報収集を行っている機関が多い。 
 
把握率の高い機関のうち、電子媒体で情報を収集している機関の調査票の特徴は、下記の通り
である。 
・ 学位記記載項目の調査票に、修了後の進路等の情報を調査項目として記載し、学位記
と引き換えに情報を提出させている（大学（100～249 人）） 
・ ウェブサイトに情報を入力させるフォームで、プルダウン形式や選択形式の項目を多く設
け、記述欄を少なくする工夫をしている（大学（250 人以上）） 
・ ウェブサイトに情報を登録した後、「登録完了証」を就職課の支援室に提出をさせている
（大学（250 人以上）） 
・ 進路状況登録のウェブサイトの登録開始画面で、「進学決定者」、「教員決定者」、「就職
決定者」、「その他の進路決定者」と状況別に調査項目を変更し、回答しやすいよう工夫
をしている（大学（250 人以上）） 
 
把握率の高い機関のうち、紙媒体で情報を収集している機関の調査票の特徴は下記の通りで
ある。 
・ 進路届提出と引き換えに、国家試験願書等書類およびシステムの ID を渡す仕組みにし
ている（大学（100～249 人）） 
・ 進路に関する調査票を説明会等で配布し、調査票の右上に「本日回収」と記載し、その
日に回収を行っている（大学（100～249 人）） 
・ 情報収集の用途（提出のあった個人情報は、文科省・厚労省からの調査・統計および同
窓会関係の参考資料に使用する等）を明確に記載している（大学（250 人以上）） 
・ 調査票をチェックシート、選択形式の質問にすることによって、回答者の負担を減らしてい
る（大学（250 人以上）） 
・ 提出期限を明記し、それまでに郵送（投函）するよう促す一文がある（大学（100～249
人）） 
・ 赤字で記入の際のポイントを記載し、回答者が記入しやすいよう工夫をしている（大学
（100～249 人）） 
・ 最終回答期限を赤字で右上に明記している（大学（250 人以上）） 
・ 進学、就職の場合によって、記入する項目を分け、最低限の情報を収集する（大学（250
人以上）） 
・ 調査票の提出方法として、郵送する方法、メールで送る方法、学生課学生支援係窓口に
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提出する方法の 3 つの方法を用意している（大学（250 人以上）） 
 
一部把握にとどまる機関のうち、電子媒体で情報収集している機関の調査票の特徴は下記の通
りである。 
・ 電子媒体による情報収集システムはあるものの収集する項目が非常に少なく、学校基本
調査に提出の必要な情報を十分に集めきれていない（大学（250 人以上）） 
 
一部把握にとどまる機関のうち、紙媒体で情報収集している機関の調査票の特徴は下記の通り
である。 
・ チェック項目、選択肢等にする等の回答者の負担を軽減する工夫が見られない（大学
（100～249 人）、大学（250 人以上）） 
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第6章 博士人材データベースへの概念設計に関する意見 
6-1. 博士課程修了後の継続的な情報把握の状況 
 博士課程修了後の継続的な情報把握の状況（機関種別） [a].
博士人材データベースで検討している博士課程修了後の継続的な情報把握の基礎情報として、
大学が現在行っている継続的な情報把握の状況を概観する。博士課程修了後の継続的な情報
把握体制を機関種別に図表 6-1-1 に示す。 
 
図表 6-1-1 博士課程修了後の継続的な情報把握体制（機関種別） 
 
 
図表 6-1-1 によると、博士課程修了後の継続的な情報把握を大学本部が中心となっている割合
は 11.8%である。学部・研究科が中心となっている 6.7%を含めても、大学としての把握は 18.5%にと
どまっている。残る大学は本部、研究科のいずれでも継続的な情報把握を行っていない。その内訳
としては、同窓会・OB 会と情報交換を行っている割合が、39.8%、同窓会・OB 会との情報交換も行
っていない割合が 34.2%となっている。 
国立大学および私立大学の傾向は大学全体の傾向とほぼ同様となっている。公立大学におい
ては、機関としては継続な情報収集を行っておらず同窓会・OB 会と情報交換も行っていないもの
が最も多くなっており、47.9%を占めている。 
13.1%
6.3%
10.7%
11.8%
6.4%
4.2%
9.3%
6.7%
42.6%
33.3%
34.7%
39.8%
29.5%
47.9%
41.3%
34.2%
8.4%
8.3%
4.0%
7.5%
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
私立大学【N=251】
公立大学【N=48】
国立大学【N=75】
大学全体【N=374】
本部が中心となって、学部・研究科を横断的に、継続的な情報収集を行っている
学部・研究科が中心となって、継続的な情報収集を行っている
機関としては、継続的な情報収集は行っていないが、同窓会・OB会と情報交換を行っている
機関としては、継続的な情報収集は行っておらず、同窓会・OB会と情報交換も行っていない
無回答
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 博士課程修了後の情報把握の方法とその活用方法  [b].
「大学本部が中心となって、学部・研究科を横断的に実施している機関」における自由記述の回
答をもとに卒業後・修了後の継続的な情報把握の方法を整理した。“情報把握の方法”、“対象
（誰に対する活用か）”、“活用方法”という項目について分類・整理を行った結果を図表 6-1-2 に示
す。 
 
図表 6-1-2 卒業後・修了後の継続的な情報把握の方法とその活用方法（自由記述より） 
 
 
 
各機関の実施している卒業後・修了後の継続的な情報把握の方法としては、主に下記 4 つが挙
げられた。 
 定期的に広報誌・お知らせなどを送付  
 同窓会組織と情報交換  
 生涯メールアドレスの付与  
 大学の公式ホームページにデータ登録できるシステムを構築（SNS 等） 
 
これらの方法により把握した情報の活用方法としては、大学（機関）としては、大学から卒業生へ
の最新の情報提供、大学独自で実施する研究調査等のアンケート調査回答依頼等が挙げられた。
在籍者の学生に対しては、在校生の就職活動の際の OB 訪問用のリスト整備、在校生のキャリア形
成の参考のための講演依頼等が挙げられた。8 修了生（卒業生）に対しては、卒業生同士の交流
の場、コミュニティの場の設置、ホームカミングデー等のイベント開催案内等が挙げられた。 
 
 
                                              
8 博士課程学生の就職活動において、現状として OB 訪問は実施されていないのが実態であると思われるが、今後博士課程修
了者の就職活動においてもこのような活用方法があるとしての回答と推察する。 
大学の公式ホームページにデータ登録
できるシステムを構築（SNS等）
同窓会組織と情報交換
定期的に広報誌・お知らせなどを送付
生涯メールアドレスの付与 在籍者
大学（機関）
卒業生
情報把握の方法
在校生のキャリア形成の参考のための講演依頼
大学から卒業生への最新の情報提供
（卒業生と大学の良好な関係を構築することで、
寄付金への協力が得やすくなる）
大学独自で実施する研究調査等の
アンケート調査回答依頼
在校生の就職活動の際のOB訪問用のリスト
卒業生同士の交流の場、コミュニティの場の設置
ホームカミングデー等のイベント開催案内
対象 把握した情報の活用方法
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6-2. 研究機関における博士人材データベースの活用案と懸念される点 
 博士人材データベースの活用方法の案  [a].
本調査においては調査依頼時点の博士人材データベースの案を概念図にて紹介した上で、活
用方法について自由記述で意見を収集した。収集した意見を、“誰にとってのものか”、“その目的
は”、“活用方法の内容”で分類・整理し、図表 6-2-1 に示す。 
 
図表 6-2-1 博士人材データベースの活用方法の案（自由記述より） 
 
 
大学（機関）としては、研究の更なる発展のための研究者（共同研究）の人材探索・獲得、経営
面での活用として交流会等のイベントの告知や広報誌等の発信（寄付金の協力依頼）、学外への
広報等が挙げられた。 
学生に対しては、就職活動のための OB・OG 訪問用連絡先リスト、キャリア形成参考のための
OB・OG 講演会（依頼）等が挙げられた。卒業生に対しては、未就職者に対する求人情報の発信、
教員・研究者の公募情報の発信等が挙げられた。 
 
 博士人材データベースにおいて懸念される事項  [b].
一方、上記設問において、懸念される点・問題点として挙げられた自由記述を“テーマ分類”、
“カテゴリー”、“内容”という形で整理した。図表 6-2-2 では「情報セキュリティ」、「情報の収集・管
理」、「大学の業務負担」に分類してこの結果を示す。 
  
在籍者
大学（機関）
卒業生
誰にとって
就職活動
OB・OG訪問のための連絡先リスト
OB・OGによる講演会依頼
就職活動
未就職の修了者へ求人情報の発信
教員・研究者の募集情報の発信
研究の更なる発展
経営面
研究者（共同研究）の人材探索・獲得
交流会等のイベントの告知、広報誌等
の発信 （寄付金の協力依頼）
目的 内容 自由記述例
• 就職活動の支援として、OB・OG訪問先の紹介に役
立てることができる。
• 研究分野を特定して特任研究員などのポストドクタ
ーを募る場合のデータベースとして活用する。
学外への広報 • 卒業生の活躍を大学広報にてアピールできる。
• 共同研究などをすすめるにあたり、分野別にどのよ
うな研究をしているのかが分かれば、協力依頼がし
やすくなる。
• 卒業制作展など学内イベントの案内を送付する。
• 在学している大学院生のキャリアパス多様化支援と
して，民間企業、研究機関、アカデミアにおける業務
に関する講演会・セミナーの講師をOB・OGへ依頼す
ることができる。
• 卒業生のキャリア形成支援
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図表 6-2-2 博士人材データベースにおいて懸念すべき事項（自由記述より） 
 
 
 
「情報セキュリティ」については、システム面でのセキュリティ担保という点での個人情報の漏えい、
個人情報を登録するために本人の同意を得るためのルールや方法が大半を占めた。「情報の収
集・管理」については、情報更新の必要性という観点で博士課程在籍者 /修了者、大学等へのイン
センティブ設計、情報の精度や均一性が必要という観点で各機関の登録する情報、追跡情報（本
人入力の情報）の精度の維持が挙げられた。「大学の業務負担」については、本システム導入に伴
う大学の追加業務として、情報の入力や確認・更新作業が挙げられた。 
情報の収集・管理
情報セキュリティ
大学の業務負担
テーマ
情報の更新 博士課程在籍者/修了者、大学等へのインセンティブ設計
各機関の登録する情報、追跡情報
（本人入力の情報）の
精度の維持
追加業務
情報の入力
確認・更新作業
システム
ルール
個人情報の漏えい
個人情報を登録するための
同意を得る手段
カテゴリー 内容 自由記述例
• 個人情報の漏えいを懸念している。（改善策とし
ては、セキュリティー対策、サーバーの強化等）
• 卒業直後の大学からの登録は問題はないが、そ
の後の離職・転職等の個人登録を促すだけの魅
力あるインセンティブの構築が必要である。
• 本システムと大学独自のデータベースとで必要な
情報が異なる場合、二重のデータベースとなり、
本人による確認・更新作業が煩雑になる。
• 学生の個人情報を、大学を通じて外部データベー
スに登録することについて、本人の理解・同意を
どのように得るか。
• 全ての研究機関で登録情報の平準化が図れるの
か、登録情報の精度を均一的に維持出来るのか。
• 更新情報の入力が大学に課せられるならば，業
務の超過負担を懸念する。
情報の精度・均一性
• 本人の入力分における情報の精度の維持。
参考資料A：
大学向け調査送付物
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参考資料B：
調査協力機関リスト

本調査ID 機関名 本調査ID 機関名
1001 北海道大学 1044 名古屋大学
1002 北海道教育大学 1045 愛知教育大学
1003 室蘭工業大学 1046 名古屋工業大学
1004 小樽商科大学 1047 豊橋技術科学大学
1005 帯広畜産大学 1048 三重大学
1006 旭川医科大学 1049 滋賀大学
1007 北見工業大学 1050 滋賀医科大学
1008 弘前大学 1051 京都大学
1009 岩手大学 1052 京都教育大学
1010 東北大学 1053 京都工芸繊維大学
1011 宮城教育大学 1054 大阪大学
1012 秋田大学 1055 大阪教育大学
1013 山形大学 1056 兵庫教育大学
1014 福島大学 1057 神戸大学
1015 茨城大学 1058 奈良教育大学
1016 筑波大学 1059 奈良女子大学
1017 宇都宮大学 1060 和歌山大学
1018 群馬大学 1061 鳥取大学
1019 埼玉大学 1062 島根大学
1020 千葉大学 1063 岡山大学
1021 東京大学 1064 広島大学
1022 東京医科歯科大学 1065 山口大学
1023 東京外国語大学 1066 徳島大学
1024 東京学芸大学 1067 鳴門教育大学
1025 東京農工大学 1068 香川大学
1026 東京芸術大学 1069 愛媛大学
1027 東京工業大学 1070 高知大学
1028 東京海洋大学 1071 福岡教育大学
1029 お茶の水女子大学 1072 九州大学
1030 電気通信大学 1073 九州工業大学
1031 一橋大学 1074 佐賀大学
1032 横浜国立大学 1075 長崎大学
1033 新潟大学 1076 熊本大学
1034 長岡技術科学大学 1077 大分大学
1035 上越教育大学 1078 宮崎大学
1036 富山大学 1079 鹿児島大学
1037 金沢大学 1080 鹿屋体育大学
1038 福井大学 1081 琉球大学
1039 山梨大学 1082 北陸先端科学技術大学院大学
1040 信州大学 1083 奈良先端科学技術大学院大学
1041 岐阜大学 1084 総合研究大学院大学
1042 静岡大学 1085 筑波技術大学
1043 浜松医科大学 1086 政策研究大学院大学
本調査の回答にご協力頂いた組織
国立大学
??????リスト?1/13?
本調査ID 機関名 本調査ID 機関名
2001 釧路公立大学 2042 静岡文化芸術大学
2002 公立はこだて未来大学 2043 神戸市外国語大学
2003 札幌医科大学 2044 神戸市看護大学
2004 青森県立保健大学 2045 兵庫県立大学
2005 青森公立大学 2046 奈良県立大学
2006 岩手県立大学 2047 奈良県立医科大学
2007 宮城大学 2048 和歌山県立医科大学
2008 秋田県立大学 2049 島根県立大学
2009 国際教養大学 2050 岡山県立大学
2010 山形県立保健医療大学 2051 尾道大学
2011 会津大学 2052 新見公立大学
2012 福島県立医科大学 2053 名桜大学
2013 茨城県立医療大学 2054 高知工科大学
2014 群馬県立女子大学 2055 広島市立大学
2015 高崎経済大学 2056 下関市立大学
2016 前橋工科大学 2057 山口県立大学
2017 埼玉県立大学 2058 香川県立保健医療大学
2018 神奈川県立保健福祉大学 2059 愛媛県立医療技術大学
2019 横浜市立大学 2060 高知県立大学
2020 新潟県立看護大学 2061 北九州市立大学
2021 富山県立大学 2062 九州歯科大学
2022 石川県立看護大学 2063 福岡県立大学
2023 金沢美術工芸大学 2064 福岡女子大学
2024 福井県立大学 2066 長崎県立大学
2025 都留文科大学 2067 熊本県立大学
2026 千葉県立保健医療大学 2068 大分県立看護科学大学
2027 長野県看護大学 2069 宮崎県立看護大学
2028 岐阜県立看護大学 2070 宮崎公立大学
2029 岐阜薬科大学 2071 沖縄県立看護大学
2030 情報科学芸術大学院大学 2072 沖縄県立芸術大学
2031 静岡県立大学 2073 群馬県立県民健康科学大学
2032 愛知県立大学 2074 石川県立大学
2033 愛知県立芸術大学 2075 山梨県立大学
2034 名古屋市立大学 2076 首都大学東京
2035 三重県立看護大学 2077 大阪府立大学
2036 滋賀県立大学 2078 県立広島大学
2037 京都市立芸術大学 2079 産業技術大学院大学
2038 京都府立大学 2080 名寄市立大学
2039 京都府立医科大学 2081 札幌市立大学
2040 新潟県立大学 2082 福山市立大学
2041 大阪市立大学
公立大学
??????リスト?2/13?
本調査ID 機関名 本調査ID 機関名
3001 旭川大学 3061 文星芸術大学
3002 札幌大学 3062 関東学園大学
3003 札幌学院大学 3063 共愛学園前橋国際大学
3004 札幌国際大学 3064 群馬医療福祉大学
3005 千歳科学技術大学 3065 上武大学
3006 天使大学 3066 高崎健康福祉大学
3007 道都大学 3067 高崎商科大学
3008 苫小牧駒澤大学 3068 東京福祉大学
3009 日本赤十字北海道看護大学 3069 跡見学園女子大学
3010 函館大学 3070 共栄大学
3011 藤女子大学 3071 埼玉医科大学
3012 北星学園大学 3072 埼玉学園大学
3013 北海学園大学 3073 埼玉工業大学
3014 北海商科大学 3074 十文字学園女子大学
3015 北翔大学 3075 城西大学
3016 北海道医療大学 3076 尚美学園大学
3017 北海道工業大学 3077 女子栄養大学
3018 北海道情報大学 3078 駿河台大学
3019 北海道文教大学 3079 聖学院大学
3020 北海道薬科大学 3080 西武文理大学
3021 酪農学園大学 3081 東京国際大学
3022 稚内北星学園大学 3082 東邦音楽大学
3023 青森大学 3083 獨協大学
3025 東北女子大学 3084 日本工業大学
3027 八戸工業大学 3085 人間総合科学大学
3028 弘前学院大学 3086 文教大学
3029 岩手医科大学 3087 文京学院大学
3030 富士大学 3088 平成国際大学
3031 盛岡大学 3089 明海大学
3032 石巻専修大学 3090 ものつくり大学
3033 仙台大学 3091 愛国学園大学
3034 仙台白百合女子大学 3092 江戸川大学
3035 東北学院大学 3093 川村学園女子大学
3036 東北工業大学 3094 神田外語大学
3037 東北生活文化大学 3095 敬愛大学
3038 東北福祉大学 3096 国際武道大学
3039 東北文化学園大学 3099 城西国際大学
3041 宮城学院女子大学 3100 聖徳大学
3042 ノースアジア大学 3101 清和大学
3043 東北芸術工科大学 3102 千葉経済大学
3045 いわき明星大学 3103 千葉工業大学
3046 奥羽大学 3104 千葉商科大学
3049 茨城キリスト教大学 3105 中央学院大学
3051 筑波学院大学 3107 東京基督教大学
3052 常磐大学 3108 東京歯科大学
3053 流通経済大学 3109 東京情報大学
3054 足利工業大学 3110 東京成徳大学
3055 国際医療福祉大学 3111 東洋学園大学
3056 作新学院大学 3112 日本橋学館大学
3057 自治医科大学 3114 和洋女子大学
3058 獨協医科大学 3115 青山学院大学
3059 宇都宮共和大学 3116 亜細亜大学
3060 白鴎大学 3117 上野学園大学
私立大学
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3118 桜美林大学 3181 東京薬科大学
3119 大妻女子大学 3182 東京理科大学
3120 嘉悦大学 3183 東邦大学
3121 学習院大学 3184 桐朋学園大学
3122 学習院女子大学 3185 東洋大学
3123 北里大学 3186 二松学舎大学
3124 共立女子大学 3187 日本大学
3125 杏林大学 3188 日本医科大学
3126 国立音楽大学 3189 日本歯科大学
3127 慶應義塾大学 3191 日本獣医生命科学大学
3128 恵泉女学園大学 3192 日本女子大学
3129 工学院大学 3193 日本女子体育大学
3130 国学院大学 3194 日本赤十字看護大学
3131 国際基督教大学 3195 日本体育大学
3132 国際仏教学大学院大学 3196 日本文化大学
3133 国士舘大学 3197 文化学園大学
3134 駒澤大学 3198 法政大学
3135 駒沢女子大学 3199 星薬科大学
3136 実践女子大学 3200 武蔵大学
3137 芝浦工業大学 3201 東京都市大学
3138 順天堂大学 3202 武蔵野音楽大学
3139 上智大学 3204 武蔵野美術大学
3140 昭和大学 3205 明治大学
3141 昭和女子大学 3206 明治学院大学
3142 昭和薬科大学 3207 明治薬科大学
3143 白百合女子大学 3208 明星大学
3144 杉野服飾大学 3210 立教大学
3145 成蹊大学 3211 立正大学
3146 成城大学 3212 ルーテル学院大学
3147 聖心女子大学 3213 和光大学
3148 清泉女子大学 3214 早稲田大学
3152 大正大学 3215 麻布大学
3153 大東文化大学 3216 神奈川大学
3154 高千穂大学 3218 神奈川歯科大学
3155 拓殖大学 3219 鎌倉女子大学
3157 玉川大学 3220 関東学院大学
3159 中央大学 3221 相模女子大学
3160 津田塾大学 3222 産業能率大学
3161 帝京大学 3224 湘南工科大学
3162 東海大学 3225 昭和音楽大学
3163 東京医科大学 3226 女子美術大学
3164 東京音楽大学 3227 聖マリアンナ医科大学
3165 東京家政大学 3228 洗足学園音楽大学
3166 東京家政学院大学 3229 鶴見大学
3167 東京経済大学 3230 田園調布学園大学
3168 東京工科大学 3232 東洋英和女学院大学
3169 東京工芸大学 3233 フェリス女学院大学
3170 東京慈恵会医科大学 3234 横浜商科大学
3171 東京純心女子大学 3235 敬和学園大学
3172 東京女学館大学 3236 国際大学
3173 東京女子大学 3237 長岡大学
3174 東京女子医科大学 3238 長岡造形大学
3176 東京神学大学 3239 新潟医療福祉大学
3177 東京造形大学 3240 新潟経営大学
3178 東京電機大学 3241 新潟工科大学
3179 東京農業大学 3242 新潟国際情報大学
3180 東京富士大学 3244 新潟青陵大学
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3245 新潟薬科大学 3313 南山大学
3247 桐朋学園大学院大学 3314 日本福祉大学
3248 富山国際大学 3315 人間環境大学
3249 金沢医科大学 3316 藤田保健衛生大学
3250 金沢学院大学 3317 名城大学
3251 金沢星稜大学 3318 皇學館大学
3252 金沢工業大学 3319 鈴鹿医療科学大学
3253 金城大学 3320 鈴鹿国際大学
3254 北陸大学 3321 三重中京大学
3255 仁愛大学 3322 四日市大学
3256 福井工業大学 3323 成安造形大学
3257 帝京科学大学 3324 大谷大学
3259 山梨英和大学 3326 京都外国語大学
3260 山梨学院大学 3329 京都嵯峨芸術大学
3261 諏訪東京理科大学 3330 京都産業大学
3262 長野大学 3331 京都女子大学
3263 松本大学 3332 京都精華大学
3264 松本歯科大学 3334 成美大学
3266 岐阜経済大学 3335 京都橘大学
3267 岐阜女子大学 3336 京都ノートルダム女子大学
3268 岐阜聖徳学園大学 3338 京都薬科大学
3269 中京学院大学 3340 同志社大学
3270 中部学院大学 3341 同志社女子大学
3271 東海学院大学 3342 花園大学
3273 静岡産業大学 3344 明治国際医療大学
3274 静岡理工科大学 3345 立命館大学
3275 聖隷クリストファー大学 3346 龍谷大学
3276 常葉学園大学 3347 大阪医科大学
3277 浜松大学 3348 大阪音楽大学
3278 愛知工科大学 3349 大阪学院大学
3279 愛知大学 3350 大阪経済大学
3280 愛知医科大学 3352 大阪芸術大学
3284 愛知工業大学 3353 大阪工業大学
3285 愛知産業大学 3354 大阪国際大学
3286 愛知淑徳大学 3355 大阪産業大学
3287 愛知文教大学 3356 大阪歯科大学
3288 愛知みずほ大学 3357 大阪樟蔭女子大学
3289 桜花学園大学 3358 大阪商業大学
3290 金城学院大学 3359 大阪体育大学
3291 椙山女学園大学 3360 大阪電気通信大学
3292 星城大学 3361 大阪人間科学大学
3293 大同大学 3362 大阪観光大学
3294 中京大学 3364 大阪大谷大学
3295 至学館大学 3366 関西大学
3296 中部大学 3367 関西医科大学
3298 同朋大学 3368 関西外国語大学
3300 豊田工業大学 3369 関西福祉科学大学
3301 豊橋創造大学 3370 近畿大学
3302 名古屋音楽大学 3371 四天王寺大学
3303 名古屋外国語大学 3372 摂南大学
3304 名古屋学院大学 3373 相愛大学
3305 名古屋学芸大学 3374 帝塚山学院大学
3306 名古屋経済大学 3375 常盤会学園大学
3307 名古屋芸術大学 3377 羽衣国際大学
3309 名古屋商科大学 3378 阪南大学
3310 名古屋女子大学 3379 プール学院大学
3311 名古屋造形大学 3381 桃山学院大学
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3383 聖トマス大学 3451 四国学院大学
3384 大手前大学 3452 高松大学
3385 関西国際大学 3453 聖カタリナ大学
3386 関西福祉大学 3454 松山大学
3387 関西学院大学 3455 松山東雲女子大学
3389 甲子園大学 3456 九州栄養福祉大学
3390 甲南大学 3457 九州共立大学
3391 甲南女子大学 3458 九州国際大学
3392 神戸海星女子学院大学 3459 九州産業大学
3393 神戸学院大学 3460 九州情報大学
3394 神戸芸術工科大学 3461 九州女子大学
3395 神戸国際大学 3463 久留米工業大学
3396 神戸松蔭女子学院大学 3464 産業医科大学
3397 神戸女学院大学 3465 西南学院大学
3399 神戸親和女子大学 3466 西南女学院大学
3400 神戸薬科大学 3467 日本経済大学
3401 神戸山手大学 3468 福岡医療福祉大学
3403 園田学園女子大学 3469 第一薬科大学
3405 姫路獨協大学 3470 筑紫女学園大学
3406 兵庫大学 3471 中村学園大学
3407 兵庫医科大学 3472 西日本工業大学
3408 武庫川女子大学 3473 日本赤十字九州国際看護大学
3409 流通科学大学 3474 福岡大学
3410 帝塚山大学 3476 福岡国際大学
3411 天理大学 3477 福岡歯科大学
3412 奈良大学 3478 福岡女学院大学
3413 奈良産業大学 3479 西九州大学
3416 岡山学院大学 3480 活水女子大学
3417 岡山商科大学 3483 長崎国際大学
3418 岡山理科大学 3484 長崎純心大学
3419 川崎医科大学 3485 長崎総合科学大学
3420 川崎医療福祉大学 3487 九州ルーテル学院大学
3421 吉備国際大学 3488 熊本学園大学
3422 倉敷芸術科学大学 3491 平成音楽大学
3423 くらしき作陽大学 3492 日本文理大学
3424 山陽学園大学 3493 別府大学
3425 就実大学 3494 立命館アジア太平洋大学
3426 中国学園大学 3495 九州保健福祉大学
3427 ノートルダム清心女子大学 3496 南九州大学
3428 美作大学 3497 宮崎国際大学
3430 広島文化学園大学 3498 宮崎産業経営大学
3432 比治山大学 3499 鹿児島国際大学
3433 広島経済大学 3500 鹿児島純心女子大学
3434 広島工業大学 3501 志學館大学
3435 広島国際大学 3502 第一工業大学
3436 広島国際学院大学 3504 沖縄国際大学
3437 広島修道大学 3505 尚絅学院大学
3439 広島文教女子大学 3506 福島学院大学
3440 福山大学 3507 浦和大学
3442 安田女子大学 3508 清泉女学院大学
3443 宇部フロンティア大学 3509 健康科学大学
3444 東亜大学 3511 長浜バイオ大学
3445 徳山大学 3512 びわこ成蹊スポーツ大学
3446 梅光学院大学 3513 大阪成蹊大学
3447 山口福祉文化大学 3514 関西医療大学
3449 四国大学 3515 千里金蘭大学
3450 徳島文理大学 3516 東大阪大学
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3517 畿央大学 3560 関西看護医療大学
3518 熊本保健科学大学 3561 聖マリア学院大学
3520 星槎大学 3562 新潟リハビリテーション大学
3522 日本薬科大学 3564 東京未来大学
3523 武蔵野学院大学 3565 四日市看護医療大学
3524 千葉科学大学 3566 京都医療科学大学
3525 聖母大学 3567 森ノ宮医療大学
3526 八洲学園大学 3568 神戸夙川学院大学
3527 静岡福祉大学 3571 環太平洋大学
3528 浜松学院大学 3572 山口学芸大学
3529 愛知新城大谷大学 3574 桐生大学
3531 藍野大学 3575 植草学園大学
3532 大阪女学院大学 3576 三育学院大学
3533 沖縄キリスト教学院大学 3578 修文大学
3535 情報セキュリティ大学院大学 3579 北陸学院大学
3536 京都情報大学院大学 3580 神戸常盤大学
3537 デジタルハリウッド大学 3581 福岡女学院看護大学
3538 秋田看護福祉大学 3582 保健医療経営大学
3540 白梅学園大学 3584 SBI大学院大学
3541 東京医療保健大学 3585 弘前医療福祉大学
3542 東京聖栄大学 3586 日本赤十字秋田看護大学
3547 神戸ファッション造形大学 3588 こども教育宝仙大学
3548 神戸情報大学院大学 3589 東京有明医療大学
3549 映画専門大学院大学 3590 びわこ学院大学
3550 大原大学院大学 3593 東北文教大学
3551 グロービス経営大学院大学 3596 横浜美術大学
3552 日本教育大学院大学 3599 大阪物療大学
3553 文化ファッション大学院大学 3600 宝塚医療大学
3554 事業創造大学院大学 3601 純真学園大学
3555 了徳寺大学 3602 滋慶医療科学大学院大学
3556 横浜薬科大学 3603 札幌大谷大学
3559 大阪総合保育大学 3604 放送大学
本調査ID 機関名
4001 人間文化研究機構 大阪国立民族博物館
4002 自然科学研究機構 国立天文台
4007 高エネルギー加速器研究機構
4008 情報・システム研究機構
大学共同利用機関
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5002 情報通信研究機構 5018 農業生物資源研究所
5003 酒類総合研究所 5019 農業環境技術研究所
5005 物質・材料研究機構 5020 国際農林水産業研究センター
5006 防災科学技術研究所 5021 森林総合研究所
5007 放射線医学総合研究所 5022 水産総合研究センター
5008 科学技術振興機構 5023 産業技術総合研究所
5009 日本学術振興会 5024 石油天然ガス・金属鉱物資源機構
5010 理化学研究所 5025 新エネルギー・産業技術総合開発機構
5011 宇宙航空研究開発機構 5026 土木研究所
5012 海洋研究開発機構 5027 建築研究所
5013 日本原子力研究開発機構 5028 交通安全環境研究所
5014 国立健康・栄養研究所 5029 海上技術安全研究所
5015 労働安全衛生総合研究所 5030 港湾空港技術研究所
5016 医薬基盤研究所 5032 国立環境研究所
5017 農業・食品産業技術総合研究機構
本調査ID 機関名 本調査ID 機関名
6002 宮内庁正倉院事務所 6016 国立精神・神経センター
6007 科学技術政策研究所 6021 農林水産政策研究所
6009 国立医薬品食品衛生研究所 6028 海上保安庁海上保安試験研究センター
6010 国立保健医療科学院 6029 国立水俣病総合研究センター
6015 国立循環器病センター 6031 関税中央分析所
本調査ID 機関名 本調査ID 機関名
7001 北海道立総合研究機構 7066 福島県農業総合センター
7021 北海道病害虫防除所 7077 茨城県畜産センター
7023 北海道立衛生研究所 7078 茨城県林業技術センター
7025 北海道原子力環境センター 7079 茨城県水産試験場
7026 北海道立工業技術センター 7081 栃木県産業技術センター
7028 北海道立十勝圏地域食品加工技術センター 7082 栃木県保健環境センター
7030 旭川市工芸センター 7083 栃木県林業センター
7033 釧路工業技術センター 7084 栃木県農業試験場
7035 苫小牧市テクノセンター 7085 栃木県水産試験場
7037 青森県産業技術センター 7086 栃木県畜産試験場
7038 青森県環境保健センター 7088 群馬県立産業技術センター
7041 岩手県生物工学研究所 7089 群馬県繊維工業試験場
7042 岩手県農業研究センター 7091 群馬県衛生環境研究所
7045 岩手県内水面水産技術センター 7092 群馬県農業技術センター
7046 岩手県環境保健研究センター 7093 群馬県蚕糸技術センター
7048 秋田県農林水産技術センター 7095 群馬県畜産試験場
7049 秋田県総合食品研究所 7096 群馬県林業試験場
7050 秋田県健康環境センター 7097 埼玉県産業技術総合センター
7052 山形県工業技術センター 7098 埼玉県環境科学国際センター
7055 山形県衛生研究所 7099 埼玉県衛生研究所
7056 山形県水産試験場 7100 埼玉県農林総合研究センター
7057 山形県内水面水産試験場 7101 千葉県産業支援技術研究所
7059 宮城県産業技術総合センター 7102 千葉県衛生研究所
7060 宮城県農業・園芸総合研究所 7104 千葉県畜産総合研究センター
7062 宮城県畜産試験場 7105 千葉県水産総合研究センター
7063 宮城県林業技術総合センター 7107 地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター
7065 福島県ハイテクプラザ 7109 東京都環境科学研究所
研究開発法人（独立行政法人）
国立試験研究機関
公設試験研究機関
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7110 東京都老人総合研究所 7194 石川県畜産総合センター
7111 財団法人東京都医学研究機構 7195 福井県工業技術センター
7114 東京都農林総合研究センター 7196 福井県農業試験場
7115 東京都島しょ農林水産総合センター 7198 福井県水産試験場
7116 神奈川県産業技術センター 7199 福井県園芸試験場
7118 神奈川県農業技術センター 7201 福井県総合グリーンセンター
7119 神奈川県水産技術センター 7202 福井県畜産試験場
7120 自然環境保全センター研究部 7205 滋賀県工業技術総合センター
7121 神奈川県畜産技術センター 7206 滋賀県東北部工業技術センター
7122 神奈川県衛生研究所 7207 滋賀県衛生科学センター
7124 川崎市公害研究所 7208 滋賀県琵琶湖・環境科学研究センター
7125 新潟県工業技術総合研究所 7209 滋賀県森林センター
7131 新潟県内水面水産試験場 7210 滋賀県農業技術振興センター
7132 長野県工業技術総合センター 7211 滋賀県水産試験場
7134 長野県農業試験場 7212 京都府中小企業技術センタ－
7135 長野県果樹試験場 7213 京都府織物・機械金属振興センター
7136 長野県野菜花き試験場 7214 京都府保健環境研究所
7137 長野県畜産試験場 7215 京都府農林水産技術センター
7139 長野県水産試験場 7218 京都市産業技術研究所工業技術センター
7140 長野県林業総合センター 7219 奈良県工業技術センター
7141 山梨県工業技術センター 7220 奈良県保健環境研究センター
7142 山梨県富士工業技術センター 7221 奈良県農業総合センター
7144 山梨県環境科学研究所 7222 奈良県畜産技術センター
7145 山梨県森林総合研究所 7223 奈良県森林技術センター
7147 山梨県総合農業技術センター 7224 奈良県薬事研究センター
7149 山梨県畜産試験場 7225 大阪府立産業技術総合研究所
7150 山梨県酪農試験場 7226 大阪府産業デザインセンター
7151 静岡県工業技術研究所 7227 大阪府環境農林水産総合研究所
7152 静岡県環境衛生科学研究所 7229 大阪府立産業開発研究所
7155 静岡県水産技術研究所 7230 大阪市立工業研究所
7156 愛知県産業技術研究所 7231 大阪市立環境科学研究所
7158 愛知県衛生研究所 7232 兵庫県立工業技術センター
7159 愛知県農業総合試験場 7234 兵庫県立農林水産技術総合センター
7162 名古屋市工業研究所 7235 兵庫県立健康生活科学研究所生活科学総合センター
7165 岐阜県産業技術センター 7236 兵庫県立福祉のまちづくり工学研究所
7166 岐阜県機械材料研究所 7240 神戸市環境保健研究所
7167 岐阜県情報技術研究所 7241 姫路市環境衛生研究所
7168 岐阜県セラミックス研究所 7244 和歌山県環境衛生研究センター
7169 岐阜県生活技術研究所 7245 和歌山県農林水産総合技術センター
7171 岐阜県保健環境研究所 7246 地方独立行政法人鳥取県産業技術センター
7172 岐阜県農業技術センター 7248 鳥取県農業試験場
7173 多治見市陶磁器意匠研究所 7249 鳥取県園芸試験場
7177 三重県工業研究所 7250 鳥取県畜産試験場
7178 三重県農業研究所 7251 鳥取県中小家畜試験場
7179 三重県畜産研究所 7252 鳥取県林業試験場
7180 三重県林業研究所 7254 島根県産業技術センター
7181 三重県水産研究所 7257 島根県農業技術センター
7183 富山県工業技術センター 7259 島根県水産技術センター
7184 富山県環境科学センター 7260 岡山県工業技術センター
7185 富山県衛生研究所 7261 岡山県環境保健センター
7186 富山県薬事研究所 7262 岡山県農林水産総合センター
7187 富山県総合デザインセンター 7263 岡山県生物科学総合研究所
7188 富山県農林水産総合技術センター 7264 岡山県総合畜産センター
7190 石川県工業試験場 7265 岡山県水産試験場
7191 石川県農業総合研究センター 7266 岡山県林業試験場
7192 石川県林業試験場 7267 岡山県木材加工技術センター
7193 石川県水産総合センター 7268 広島県立総合技術研究所
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7269 広島県産業科学技術研究所 7307 佐賀県工業技術センター
7270 広島市工業技術センタ－ 7311 佐賀県畜産試験場
7272 （地独）山口県産業技術センター 7314 佐賀県林業試験場
7274 山口県農林総合技術センター 7316 長崎県窯業技術センター
7275 山口県水産研究センター 7317 長崎県環境保健研究センター
7276 徳島県立工業技術センター 7318 長崎県農林技術開発センター
7279 香川県産業技術センター 7319 長崎県総合水産試験場
7280 香川県環境保健研究センター 7320 熊本県産業技術センター
7281 香川県森林センター 7322 熊本県農業研究センター
7282 香川県農業試験場 7323 熊本県林業研究指導所
7283 香川県畜産試験場 7324 熊本県水産研究センター
7284 香川県水産試験場・赤潮研究所 7326 大分県衛生環境研究センター
7285 愛媛県産業技術研究所 7327 大分県農林水産研究センター
7286 愛媛県立衛生環境研究所 7328 宮崎県工業技術センター
7287 愛媛県農林水産研究所 7329 宮崎県食品開発センター
7289 高知県工業技術センター 7330 宮崎県林業技術センター
7290 高知県立紙産業技術センター 7331 宮崎県木材利用技術センター
7291 高知県海洋深層水研究所 7333 宮崎県畜産試験場
7293 高知県農業技術センター 7334 宮崎県水産試験場
7294 高知県農業技術センター茶業試験場 7335 鹿児島県工業技術センター
7295 高知県農業技術センター果樹試験場 7337 鹿児島県環境保健センター
7296 高知県畜産試験場 7338 鹿児島県農業開発総合センター
7297 高知県立森林技術センター 7341 沖縄県工業技術センター
7298 高知県環境研究センター 7342 沖縄県工芸技術支援センター
7300 高知県水産試験場 7343 沖縄県海洋深層水研究所
7301 福岡県工業技術センター 7346 沖縄県森林資源研究センター
7302 福岡県保健環境研究所 7347 沖縄県水産海洋研究センター
7303 福岡県農業総合試験場 7348 沖縄県衛生環境研究所
7304 福岡県森林林業技術センター 7349 沖縄県家畜衛生試験場
7306 北九州市環境科学研究所
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8002 岩手県立大学宮古短期大学部 8028 札幌大谷大学短期大学部
8003 岩手県立大学盛岡短期大学部 8029 札幌国際大学短期大学部
8004 秋田公立美術工芸短期大学 8030 札幌大学女子短期大学
8005 山形県立米沢女子短期大学 8032 拓殖大学北海道短期大学
8006 会津大学短期大学部 8033 函館大谷短期大学
8007 川崎市立看護短期大学 8034 函館短期大学
8009 富山県立大学短期大学部 8035 北星学園大学短期大学部
8010 大月短期大学 8037 北海道自動車短期大学
8011 長野県短期大学 8038 北海道武蔵女子短期大学
8012 岐阜市立女子短期大学 8045 弘前医療福祉大学短期大学部
8014 三重短期大学 8046 岩手看護短期大学
8016 高知短期大学 8047 修紅短期大学
8017 倉敷市立短期大学 8048 盛岡大学短期大学部
8019 福山市立女子短期大学 8049 聖和学園短期大学
8020 大分県立芸術文化短期大学 8050 東北生活文化大学短期大学部
8021 鹿児島県立短期大学 8052 秋田栄養短期大学
8022 島根県立大学短期大学部 8054 日本赤十字秋田短期大学
8023 旭川大学女子短期大学部 8055 聖園学園短期大学
8024 帯広大谷短期大学 8056 羽陽学園短期大学
8025 釧路短期大学 8060 桜の聖母短期大学
8026 光塩学園女子短期大学 8061 福島学院大学短期大学部
8027 國學院大学北海道短期大学部 8062 茨城女子短期大学
短期大学
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8063 つくば国際短期大学 8133 新渡戸文化短期大学
8064 常磐短期大学 8135 東邦音楽短期大学
8065 水戸短期大学 8137 日本体育大学女子短期大学部
8066 足利短期大学 8138 日本大学短期大学部
8070 作新学院大学女子短期大学部 8139 文化学園大学短期大学部
8071 佐野短期大学 8140 文京学院短期大学
8072 育英短期大学 8143 山野美容芸術短期大学
8073 関東短期大学 8144 立教女学院短期大学
8074 桐生大学短期大学部 8145 和泉短期大学
8075 群馬医療福祉大学短期大学部 8147 鎌倉女子大学短期大学部
8077 高崎商科大学短期大学部 8148 カリタス女子短期大学
8078 新島学園短期大学 8149 相模女子大学短期大学部
8079 明和学園短期大学 8150 上智短期大学
8080 秋草学園短期大学 8151 湘南短期大学
8081 上野学園大学短期大学部 8152 湘北短期大学
8082 浦和大学短期大学部 8153 昭和音楽大学短期大学部
8083 川口短期大学 8154 洗足こども短期大学
8084 共栄学園短期大学 8155 鶴見大学短期大学部
8085 国際学院埼玉短期大学 8156 東海大学医療技術短期大学
8086 埼玉医科大学短期大学 8158 聖セシリア女子短期大学
8087 埼玉純真短期大学 8159 横浜女子短期大学
8088 埼玉女子短期大学 8162 新潟工業短期大学
8089 十文字学園女子大学短期大学部 8163 新潟青陵大学短期大学部
8090 城西短期大学 8164 新潟中央短期大学
8091 武蔵丘短期大学 8165 日本歯科大学新潟短期大学
8092 武蔵野短期大学 8166 明倫短期大学
8093 山村学園短期大学 8167 富山短期大学
8094 植草学園短期大学 8168 富山福祉短期大学
8095 三育学院短期大学 8169 金沢学院短期大学
8097 聖徳大学短期大学部 8170 金城大学短期大学部
8098 清和大学短期大学部 8172 星稜女子短期大学
8099 千葉敬愛短期大学 8173 北陸学院大学短期大学部
8100 千葉経済大学短期大学部 8175 敦賀短期大学
8101 千葉明徳短期大学 8176 帝京学園短期大学
8103 東京経営短期大学 8177 山梨学院短期大学
8105 青山学院女子短期大学 8178 飯田女子短期大学
8106 亜細亜大学短期大学部 8179 上田女子短期大学
8107 大妻女子大学短期大学部 8181 信州豊南短期大学
8109 共立女子短期大学 8182 清泉女学院短期大学
8110 国際短期大学 8185 松本短期大学
8112 自由が丘産能短期大学 8187 岐阜聖徳学園大学短期大学部
8113 実践女子短期大学 8188 正眼短期大学
8114 淑徳短期大学 8189 高山自動車短期大学
8115 昭和女子大学短期大学部 8190 中京学院大学中京短期大学部
8116 女子栄養大学短期大学部 8192 東海学院大学短期大学部
8117 女子美術大学短期大学部 8193 中日本自動車短期大学
8118 白梅学園短期大学 8196 浜松学院大学短期大学部
8119 杉野服飾大学短期大学部 8199 愛知きわみ看護短期大学
8120 星美学園短期大学 8200 愛知工科大学自動車短期大学
8121 創価女子短期大学 8201 愛知江南短期大学
8124 帝京短期大学 8202 愛知産業大学短期大学
8125 戸板女子短期大学 8203 名古屋学芸大学短期大学部
8126 東海大学短期大学部 8205 愛知文教女子短期大学
8127 東京家政大学短期大学部 8206 愛知みずほ大学短期大学部
8128 東京交通短期大学 8207 修文大学短期大学部
8131 東京農業大学短期大学部 8208 岡崎女子短期大学
8132 東京富士大学短期大学部 8209 光陵女子短期大学
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8210 至学館大学短期大学部 8289 奈良芸術短期大学
8211 豊橋創造大学短期大学部 8290 奈良佐保短期大学
8213 名古屋経済大学短期大学部 8292 白鳳女子短期大学
8214 名古屋女子大学短期大学部 8294 鳥取短期大学
8215 名古屋文化短期大学 8295 岡山短期大学
8216 名古屋短期大学 8296 川崎医療短期大学
8218 名古屋柳城短期大学 8297 作陽音楽短期大学
8219 南山大学短期大学部 8298 山陽学園短期大学
8220 鈴鹿短期大学 8299 就実短期大学
8221 高田短期大学 8300 吉備国際大学短期大学部
8223 びわこ学院大学短期大学部 8302 美作大学短期大学部
8226 池坊短期大学 8303 山陽女子短期大学
8227 大谷大学短期大学部 8304 鈴峯女子短期大学
8229 京都外国語短期大学 8305 比治山大学短期大学部
8230 京都経済短期大学 8307 広島文化学園短期大学
8232 京都嵯峨芸術大学短期大学部 8308 安田女子短期大学
8233 京都女子大学短期大学部 8310 宇部フロンティア大学短期大学部
8235 京都文教短期大学 8311 下関短期大学
8236 京都西山短期大学 8312 山口芸術短期大学
8238 龍谷大学短期大学部 8313 山口短期大学
8240 大阪青山短期大学 8314 四国大学短期大学部
8241 大阪音楽大学短期大学部 8315 徳島工業短期大学
8242 大阪学院短期大学 8317 香川短期大学
8245 大阪芸術大学短期大学部 8318 高松短期大学
8246 大阪健康福祉短期大学 8319 今治明徳短期大学
8247 大阪国際大学短期大学部 8320 愛媛女子短期大学
8250 大阪女学院短期大学 8321 聖カタリナ大学短期大学部
8251 大阪夕陽丘学園短期大学 8322 松山東雲短期大学
8252 大阪女子短期大学 8323 松山短期大学
8253 大阪信愛女学院短期大学 8324 高知学園短期大学
8254 大阪成蹊短期大学 8325 折尾愛真短期大学
8256 大阪千代田短期大学 8326 九州大谷短期大学
8257 大阪大谷大学短期大学部 8327 九州女子短期大学
8258 関西外国語大学短期大学部 8330 久留米信愛女学院短期大学
8259 関西女子短期大学 8331 香蘭女子短期大学
8262 堺女子短期大学 8332 純真短期大学
8264 四天王寺大学短期大学部 8333 精華女子短期大学
8265 樟蔭東女子短期大学 8334 西南女学院大学短期大学部
8267 梅花女子大学短期大学部 8335 福岡こども短期大学
8268 東大阪大学短期大学部 8338 中村学園大学短期大学部
8269 プール学院大学短期大学部 8339 西日本短期大学
8272 大手前短期大学 8340 東筑紫短期大学
8273 近畿大学豊岡短期大学 8341 福岡医療短期大学
8274 甲子園短期大学 8343 福岡女学院大学短期大学部
8275 神戸女子短期大学 8344 福岡女子短期大学
8276 神戸常盤大学短期大学部 8346 佐賀女子短期大学
8277 神戸山手短期大学 8348 長崎玉成短期大学
8278 産業技術短期大学 8349 長崎女子短期大学
8279 夙川学院短期大学 8350 長崎短期大学
8280 頌栄短期大学 8352 中九州短期大学
8282 園田学園女子大学短期大学部 8353 大分短期大学
8283 東洋食品工業短期大学 8356 別府大学短期大学部
8284 姫路日ノ本短期大学 8357 南九州短期大学
8285 兵庫大学短期大学部 8359 鹿児島国際大学短期大学部
8286 湊川短期大学 8360 鹿児島純心女子短期大学
8287 武庫川女子大学短期大学部 8361 鹿児島女子短期大学
8288 大阪樟蔭女子大学短期大学部 8363 沖縄キリスト教短期大学
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8364 沖縄女子短期大学 8371 有明教育芸術短期大学
8366 東京福祉大学短期大学部 8372 貞静学園短期大学
8367 福井医療短期大学 8373 平成医療短期大学
8369 愛知医療学院短期大学 8374 埼玉東萌短期大学
8370 仙台青葉学院短期大学
本調査ID 機関名 本調査ID 機関名
9001 函館工業高等専門学校 9030 米子工業高等専門学校
9002 苫小牧工業高等専門学校 9031 松江工業高等専門学校
9003 釧路工業高等専門学校 9032 津山工業高等専門学校
9004 旭川工業高等専門学校 9033 広島商船高等専門学校
9005 八戸工業高等専門学校 9034 呉工業高等専門学校
9006 一関工業高等専門学校 9035 徳山工業高等専門学校
9007 仙台高等専門学校 9036 宇部工業高等専門学校
9008 秋田工業高等専門学校 9037 大島商船高等専門学校
9010 福島工業高等専門学校 9038 阿南工業高等専門学校
9011 茨城工業高等専門学校 9039 香川高等専門学校
9012 小山工業高等専門学校 9040 新居浜工業高等専門学校
9013 群馬工業高等専門学校 9041 弓削商船高等専門学校
9014 木更津工業高等専門学校 9042 高知工業高等専門学校
9015 東京工業高等専門学校 9043 久留米工業高等専門学校
9016 長岡工業高等専門学校 9044 有明工業高等専門学校
9017 富山高等専門学校 9045 北九州工業高等専門学校
9018 石川工業高等専門学校 9046 佐世保工業高等専門学校
9019 福井工業高等専門学校 9047 熊本高等専門学校
9020 長野工業高等専門学校 9048 大分工業高等専門学校
9021 岐阜工業高等専門学校 9049 都城工業高等専門学校
9022 沼津工業高等専門学校 9050 鹿児島工業高等専門学校
9023 豊田工業高等専門学校 9051 沖縄工業高等専門学校
9024 鳥羽商船高等専門学校 9052 東京都立産業技術高等専門学校
9025 鈴鹿工業高等専門学校 9053 大阪府立工業高等専門学校
9026 舞鶴工業高等専門学校 9054 神戸市立工業高等専門学校
9027 明石工業高等専門学校 9055 サレジオ工業高等専門学校
9028 奈良工業高等専門学校 9057 近畿大学工業高等専門学校
9029 和歌山工業高等専門学校
高等専門学校
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